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敬 塵
第二 副 管 長 マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

敬1姜 さは・真実の宗教の真髄である・そ才し
は誠実 さが基礎 となる。神が私たちの崇

敬する対象であるな らば，私たちは，神を礼

拝 し，神に関することをこ とごとく畏怖の念

をもって取 り扱 う。その ような認識 と態度が

ないのは，不敬のしるしである。

神について多くのこ とを知っている私たち

末 日聖徒は，世界で最 も敬慶な民でなければ

ならないし，現にそうであると私は信 じてい

る。

秩序 も敬慶さの一部である。清潔 も同様 で

ある。身体 も，衣服 も，言葉遣いも，行ない

も，そ して、思いも清 くなければならない。礼

儀や他人に対する敬意，あるいはそれに類す

る諸徳 も，やは り敬度 さの一部である。神に

対 して真に敬慶な思い を抱 く人は，普通，神

のみこころを行な うものである。

ほかの諸徳は言 うに及ばず， イエスは，敬

慶さ とい う点でも，最大の模範 を示 された。

イエスが人々に祈 りの方法 を教 えられた時，

天父にどれ程敬慶な思いを抱いておられたか

見てみょう。

「天にいますわれ らの父よ
，

御名があがめ られますように。

御 国が きます ように。

みこころが天に行 われるとおり，

地 にも行われます ように。

わたしたちの日ごとの食物 を，

きょうもお与 え ください。

わたしたちに負債のある者をゆるしまし

たように，わたしたちの負債 をもおゆる

しください。
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わたしたちを試みに会 わせ ないで，

悪 しき者か らお救 い ください。

王国と力と栄光は永遠 にあなたのものだ

か らです。アー メン。」(欽 定訳マ タイ6：

9-13〉

イエスが天父のみ こころに従 うことにどれ

程心 を砕いてお られたか， 注目して欲しい。

不信仰なユダヤ人に向かい，御 自分こそ正 に

神の御子であると一心に説かれた時，主は次

のように言われた。「わたしは自分か らは何 も

せず，ただ父が教えて下 さったままを話 して

いた……わた しは，いつ も神のみこころにか

なうことをしている……。」(ヨ ハネ8128， ・

29)

御 父の宮居である神殿に対 して抱いている

敬慶さのゆえに，イエスは2度 にわたって宮

清め をされた。

また，ゲッセマネの園で，あの苦痛のゆえ

に 「父よ，みこころならば， どうぞ， この杯

をわた しから取 りのけて くだ さい」 と叫ばれ

たのは真実である。 しか しなお，その苦悩の

さ中でさえ，主は，御 自分 の苦痛 を取 り去 ら

れることよ1)も ，む しろ御 父のみ こころを行

なうことの方に深 く心 を傾 けておられたので

ある。主は直後に次のように言われた。「しか

し， わたしの思いではな く，みこころが成る

ように して・ください。」(ル カ22：42)

記録上，イエスの最初の言葉は 「どうして

お捜 しになったのですか。わた しが 自分の父

の家にいるはずのことを，ご存 じなかったの

ですか」(ル カ2：49)と い う言葉である。 ま

た最後の言葉は，十字架上からの，「父 よ，わ

たしの霊 をみ手にゆだね ます」(ル カ23：46)

とい う言葉であった。このように，救 い主の

全生涯は，絶えず御父に対する敬慶 さを表わ

すものであった。

主に従 う賢明で忠実な末 日聖徒は，敬震な

者となることになんの困難 も感 じない。その

全生涯 を，福音 を理解 し福音に従って生活す

ることに捧げ，聖 きみたまによって鍛 えられ

る。そしてその結果， どんな場面でも， なん
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の抵抗 もな く敬慶に振る舞 うことができるよ

うになるのである。

子供たちは，敬虞 さを生み出す概念を持 ち

合わせて生 まれて くるわけではない。また こ

の ような概念が子供 たちの心の中で直ちに育

成 されるもので もない。中には例外的に，特

別の訓練 を受けな くても敬凄になることので

きる子供 もいる。 しか し，大抵の子供は，訓

練の度合 いに応 じて敬慶になる ものである。

もし子供たちが幼い頃か ら不敬 な行為を示す

としたら， それは適切な訓練が施されていな

いか らである。敬慶な者 となるための訓練は，

家庭で も学校で も教会で も行なわなければな

らないことは無論のことである。親 と教師は

この ことを心に留めて， この重大な責任 を果

たさなければな らない。 この責任は，ないが

しろに しておいて平然 としてい られるような

安易な責任ではない。

究極の目標 は，一人一 人の心の中に，誠実

さや知識，信仰，証， 自己鍛練の気持ちを育

むこ とにより，人が皆， 自らの意志で敬慶な

者 となれるようにす るこ とである。 しか し，

初めの段階では，子供たちに，清潔，礼儀，

思いや り，人や神聖 な場所に対する敬慶 とい

った特定 の習慣につ いて教える必要がある。

そして，ひとたび適切な習慣や行動が身につ

けば，理解力が増すにつれて，本当の意味で

の悔 い改めの気持ち も育つ ものである。

家庭でのしつけが行 き届いているか どうか

は，子供の行動 を見れば一 目りょう然である。

しば らく前のこ と， ひとりの母親が まだ幼い

5人 の子供 を連れてステー キ部事務所にやっ

て来た。、夫が高等評議員に任命されることに

なっていたのである。父親の任命に際 して子

供たちは皆，静かにいすにのぼ り，腕を組み，

目を閉 じていた。この子供たちの敬慶さは，

まるで救い主のみ前にい る時のようであった。

敬慶な者 となれるように真心か ら努め よう

ではないか。敬慶さこそ，霊的な成熟度や強

さや気高 さを示す尺度である。



字申 から民に与えられた数々の輝かしい福音
の真理の内で，以下に掲げる宣言ほど快い，

また心 を満たす ものは恐 らくないであろう。

幼な子は救われる。彼 らはキリス トにあっ

て生かされ，永遠の生命 を得 る。彼 らの属す

る家族 は存続 し，彼 らは完き昇栄 を得 る。い

かなる祝福 も差 し控えられることはない。彼

らは不死不滅の栄光 をもってよみがえ り，成

長 して大人にな り，そ して 日の光栄の王国の

最高の天界に永遠に住む。これはみな聖なる

メシヤの働き，慈悲，恵みによるのであ1)，

私 たちが生きられ るよ うに主が死んで瞭いの

犠牲 を捧げて下さったおかげである。

先だって高価なる真珠に加えられた，ジ ョ

セフ ・ス ミスの受けた 日の光栄の王国に関す

る示現が もたらすひ とつの大 きな恩恵は，子

供の救 いに関する教義 を新たに研究す る機会

を与えて くれたことである。私たちにはこの

子供 の救いに関 して適切 な聖典に基づ いた解

答を必要 とする疑問が幾つかある。

主の無限の愛 と優 しさ，慈悲 を示す2つ の

場面か ら，子供 の救 いに関する諸々の事柄 を

考慮す ることができる.

第一の場面は，「ヨルダンの向こうのユダヤ

の地方」であった。大勢の群衆が彼の前にい

た。パ リサ イ人はイエスをわなに掛けようと

攻撃的であった。主は折 りしも結婚 と離婚 と

家族 について話 し終えた ところであった。マ

タイは次のように記録 している。「そのとき，

イエ スに手 をおいて祈っていただ くために，

人々が幼な子 らをみもとに連れてきた。 とこ

ろが，弟子たちは彼らをたしなめて言った。

『イエスが
，幼 な子は救われると言っておら

れるので，その必要はない。』

幼な子の救い

十二使徒評議員会会員

ブルース ・R・ マ ッ]ン キー
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す るとイエスは言われた，『幼な子 らをその

ままに しておきなさい。わたしの ところに来

るのをとめてはならない。一天国はこのような

者の国である。』

そして手 を彼 らの上においてから，そこを

去って行かれた。」(霊感訳マ タイ19：13-15)

第二 の場面はアメ リカ大陸におけ るもので

ある。 よみがえり栄光を受けたイエスは，二

一ファイ人に導 きと恵みを施 しておられた
。

そして，これまでだれひ とり捧げたことのな

いような祈 りを捧げ終えたところであ った。

二一ファイ人の歴史家はこの祈 りのことを次

のように記録 している。「私 たちが見たり聞い

たりしたイエスの」言葉は，「口で言 いあ らわ

せる者もな く，筆で書 きあらわせ る者 もな く，

また人間の心で想像 できぬほ ど偉大 で驚嘆す

べきものである」(III二 一 ファイ17：17)と 。

祈 り終えたイエスは涙 を流 して言われた。

「『汝らの子供たちを見よ』…… 群集が……見

ると，天が開けて天使 らが火の中に取1)巻 か

れてい るような有様 で天降 り，子供 たちを取

りか こんだので子供たちもまた火に取1)か こ

まれ， 天使 らは子供たちに祝福 を与 えた。」

(III二一 ファイ17：23-24)

イエ スは子供 たちを愛 し，祝福 して下さる。

子供 たちは天使の友であ り，必ず救われ る。

天の王国は彼らのものである。

以下にあげるのは，子供の救 いについてよ

く尋ねられる幾つかの質問 とその答えである。

子供 とは何 か

子供 とは新たに誕生 した体に宿 る大人の霊

である。 この体 は，私 たちの霊の父である天

父の計画に従 って成長発達す る能力 を備えて

いる。子供は神の息子，娘である。彼 らは この
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世 に生 まれて くるまでの長い期間，神 と共に

住んでいた。彼らは生 まれる前 は大人であ1)，

死後 も大人である。天父の長子 であるキ リス

ト御 自身 も，マ リヤの胸に抱かれ る以前，す

でに栄光 と昇栄 の状態に達 してお られたので

ある。

誕生 とは何か

誕生 とは，成熟し，感情 を有す る，英知あ

る存在が前世か ら現世に移 る過程である。そ

れは，霊 として永年過 ごす内に獲得 し発達 さ

せた資質や才能を前世か ら現世に携 えて くる

過程 であ る。天父の子孫である永遠の霊 を宿

す，死すべ き体が創造 される過程である。そ

して私 たちはこの世 に誕生すると，す ぐに呼

吸 を始め る。



なぜ霊の子供たちはこの地上に

生 まれて くるのだろうか

霊 の子供 たちは体 を得るためにこの地上に

来る。血肉の体，将来不死不滅の状態で再び

受ける体を得るため に来るのである。 また，

責任 を知 ド)得る年齢 に達 している人々は，成

長 し，試練 を受け，子供の時のような汚れな

い純粋さを再 び得て，神 とキリス トのおられ

る所へ行 く資格があるかどうか を試 されるた

めにこの世 に来ている。

原罪 とは何か

これはアダムの罪が全人類に及んでいるの

で，救 われるためには幼児 を含めてすべての

人がバプテスマ を受けなければならないとい

う誤った教義である。これに対 し真実 の宗教

の根本的な原則は，「人は皆各々其身にてなし
とが

たる罪に対 して罰 を受 け， アダムの管に対 し

て罰 を受け」ないとする立 場である。(信 仰箇

条第2条)

子 供たちは原罪で汚れているか

絶対 にそのようなことはない。 キリス ト教

界の信条で定義 されているような原罪などと

いうものは存在 しない。この ような概念は贈

罪の効力 を否定す るものである。現代の啓示
は じ め

は，「人のあらゆる霊は，太初に罪な きものな

りき」 と告 げている。その意味は，霊は純粋

な罪のない状態で前世の生活 を始めたとい う

ことである。「而 して神は堕落より人を聴いた

もうたるにより，人はみな再び幼児の有様 と

な り，神の前に罪な しとな1)ぬ 。」(教 義 と聖

約93138)そ の意味は，すべての子供 たちは

贈罪のおかげで現世 の生活を純粋な罪のない

状態で始め るということである。啓示 も次の

ように告げている。「神の子始祖の罪を贈いた

まえ り。貝費われたれば両親の罪その子らの頭

に帰す ること能 わず，彼 らは創世の前より全

ければな り。」(モ ーセ6：54)

子供 は罪の内に宿 されるのだろうか

近代のキ リス ト教 界で使われているような

意味 での原罪が存在 しない以上，子供 たちは

罪の内に宿 るのではない。子供たちは一点の

汚れ もな くこの世 に生まれてくる。「子 らは罪
う ち

の中に宿 さるる」(モ ーセ6：55)と い う聖句

があるが，この言葉は世の信条で掲げられて

いるの とは全 く違った意味で使われている。

その聖句の意味はこうである。すなわち，彼

らは罪の世 界に生まれて くるので，「彼ら成長

し始むるや その心に罪を宿す。而して善 き事

を賞美す るを知 らんがために，苦 きことを味

わうな り。」(モ ーセ6：55)

幼 児 のバプテスマについてはどうであろうか

予言者モルモ ンは，他の教義にも増 して，

幼児のバプテスマ とい う誤った教義に激しい

力強い非難を浴びせている。彼は，幼児のバ

プテスマについて主に うかが ったところ，次

のような答えを受けたのであった。「汝の員費い

主た り，汝の主た り，汝の神たるキリス トの

言葉 を聞け。わがこの世に降 りしは義人に悔

改め を勧むるためにあらず。罪人に悔改めを

勧むるためな1)。 医者の助 けを必要 とするは

健康 なる者にあ らず して病 人な 「)。幼児は罪

を犯す こと能わ ざれば健康 なる者な り。従っ

てアダムの受けたるのろいはわれにより幼児

よ1)取 り去 られてもはやかれらを如何 ともす

る能 わず。」

そこでモルモ ンは，聖霊の力によって語 り，
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はなはだ

幼児にバプテスマを施す ことは 「甚 しく神 を
ち ょ う ろ う

嘲弄」することであると教えた。また，子供

たちは 「世の始めか らすぞにキリス トにより

救われている」 とも教 えている。幼児に対す

るキリス トの清い慈悲を否定することは，恐

ろしい不義であって， そのような信条はキ リ

ス トの聴いの力 を無視す るものである。その

ような誤った概念を信 じる者は 「罪の縄 目に

縛られて」お1)， そのような考えを改めない

内に死ねば地獄に投げ落 とされるであろう。

他方へ くりだって悔い改め，バプテスマ を受

ける者は 「幼児と共に救われる」であろう。

(モ ロナイ8：8-25)

いる。そ してキ リス トの貝費罪に よって皆救わ

れている。

子供たちはすべて 日の光栄の王国において

救われ るという予言者の言葉について， ジョ

セフ ・フ ィールデ ィング ・スミス大管長は次

の ように言っている。「これはすべての人種の

子供 たちを指す ものであろう。この世界に来

るすべての霊は神のみ前か ら来るのであるか

ら，神の王国にいたに違いない。……人のあ

らゆる霊は初めは罪がなか った。そ して，背

いた者は皆投げ出された。従って残された者

は皆福音の祝福 を受 ける資格が ある。」(1)oひ

醒n6sげSα 」∂碑on「 救いの教義」2：55)

子供 たちはすべて無条件 に

日の光栄の王国に救われるだろうか

この質問に対する答えは断固然 りである。

イエスはこのことを弟子たちに教 えられた。

モルモンは この ことを何度 も繰 り返 し述べ て

いる。 多くの予言者がこのこ とを語っている

し，救いの計画 自体がそのことを告げている。

もしそうでなければ，贈罪の適用範囲は無限

でないこ とになる。それで私たちが予期する

通 り， ジョセフ ・ス ミスの受けた日の光栄の

王国に関する示現に次のような言葉が見られ

る。「私はまた，自己の責任を知1)得 る年齢に

達する前に世 を去 った子供たちがすべ て，天

の日の光栄の王国において救われているのを

見た。」(日 の光栄の王国に関す る示現10節)

これはすべての人種 の子供 を含むか とい う

質問が時折出されるが， もちろん答 えは然1)

である。啓示がすべての子供 たち と言えばそ

の通 りすべての子供たちである。人種，民族，

言語による制約は全 くない。幼児は幼児であ

って，彼 らは皆 キリス トにあって生かされて

6

子供 たちはどのように して， また

なぜ救われるのだろうか

子供た ちは貝費罪によって，罪がないので救

われる。彼らは神のみ もとか ら清い状態で地

上に来 る。そして， この世にあって も罪や汚

れを負わない。従 って清い状態 で創造主のみ

もとへ戻ることになる。 自己の責任 を知 り得

る年齢に達 した人は，悔い改めてバプテスマ

を受け，従順に従 うことによって清 くな らな

ければな らない。他方，罪の責任 を負う能力の

ない者は決 して霊的に堕落することはないの

で，霊的な堕落か ら腰われる必要はない。幼

い子供たちはキリス トにあって生かされてい

ると言われる訳はここにある。「幼 き小児らは

わが生みたる独子に よ1)て 世の始めよ り頃 わ

るるな1)」(教 義 と聖約29：46)と 主は言われ

た。

彼 らは永遠 の生命 を得 るだろうか

永遠の生命 とは， 日の光栄の世界の最高の

天におけ る生活であ1)， 昇栄である。 また，



神が営んでお られる類の生活である。家族の

単位が永遠に継続することを永遠の生命 と呼

ぶ。子供 たちは日の光栄の王国において救わ

れ るとい う聖句を前に引用 した。 しか しここ

でこれは神の賜の内で最大の ものである永遠

の生命 も含むのか どうか とい うつっ込んだ問

いに直面 しなければならない。この場合 も，

限1)な く賢明な神の摂理 を考えると答えは肯

定的である。救いとは永遠の生命 という意味

である。このふたつの言葉は同義語であって，

全 く同 じこ とを意味 している。ジョセフ ・ス

ミスは言った。「救いとはエホバが持っておら

れる栄光，権能，尊厳，力，支配力が渾然一

体 となった ものであって，それ以外の何 もの

でもない。」(加6'琳6soηE襯h「 信仰講話」

pp.63-67)私 た ちはこの救いを昇栄 と呼ぶ。

事実救いは昇栄である。標準聖典の どの聖句

も皆昇栄 を救いと呼んでいる。私 はすべての

聖典の中で救 いを昇栄以外 のもの，昇栄以下

のことを意味す るもの として使っている聖句

を3つ しか矢口らない。

アビナダイは，「幼 児 も永遠 の生命 を受け

る」(モ ーサヤ15：25)と 言っている。ジョセ

フ ・スミスは次のように教えている。「子供た

ちは神 と子羊のみ前で王座に座すであろう。

・彼 らはそこで日の光栄の王国で用意され

る全き光，栄光，英知 を享受す るであろ う。」

(7セα6hガn郡〔～プオhθP70カh〔～'ノios〔4)hS"z奮h「予

言者 ジョセフ ・ス ミスの教え」p.200)ジ ョセ

フ ・フィールディング ・ス ミス大管長はこの

点について次のように非常に明 白に語ってい

る。「主はこれらの子供 たちに昇栄 にかか わる

結 び固めの祝福 をすべて与えられるであろう。

私 たちは皆生 まれる以前には成熟 した霊であ

った。幼 い子供たちの体は復活後，霊の成熟

した姿にまで成長する。そ して，彼らが死な

ずに成長 していた らこの世で受けていたにち

がいない祝福が従順であればすべ て彼らに与

えられ るであろう。主は公正な御方であるか

ら，祝福を受ける前に死んだ とい う理由だけ

で， 人から祝福 を取 り上げ るようなことはな

さらない。幼い時に死んだという理由だけで

幼児か ら来 るべ き世で昇栄に伴 うあらゆる祝

福にあずか る特権 を取 り上げるということは，

明 らかに不公平 である。……幼年時代 に死ぬ

子供 たちか らは，いかなる祝福 も取 り上げら

れないであろう。彼 らは復活後霊の大 きさに

まで成長す ると共に， この世 で生 き長 らえて

いた ら得ていたにちがいない祝福 を受けるで

あろう。」(Po6魏 彫sげ 諏1∂癬 伽 「救いの教義」

2：54)

子供 たちは結婚 し，家族単位 で

暮 らすのだろうか

そ の 通 り で あ る 。 こ の 点 に つ い て 疑 問 は 全

くな い 。 も し彼 ら が 救 い を 得 る とす れ ば ， そ

し て そ れ が 永 遠 の 生 命 で ， 昇 栄 で あ る とす れ

ば ， 彼 ら は 結 婚 し， 家 族 単 位 で 暮 らす で あ ろ

う 。 ジ ョセ フ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス 大

管 長 は は っ き り そ う言 っ て い る 。 また 実 際 そ

うで な1ナれ，はrな らな い 。(∠)oご々 ゴ%〔鴛 ρ〆Sσ♂槻 ガo%

「救 い の 教 義 」2：49-57参 照)

なぜあ る子供 は死に，ある子供 は生 き続ける

のだろうか。死ぬ子供 は現世 に留 まる子供 よ

りも恵 まれているのだろうか

すべでの事柄は私たちの霊の父である神が

統べ治めておられるので，私 たちは安心 して

いればよい。神は初めか ら終わりまですべての

ことを知 ってお られ，私たち一人一人にとっ
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て必要であると知 っておられる試練 を与 えら

れる。ジョセフ ・フィールディング ・ス ミス

大管長はかつて私に次のよっ に言ったことが

ある。だれが幼時に取 り上げ られ，だれがこ

の世に留 まってそれぞれに必要 な試練 を受け

ることになるか，主は知 っておられ，前 もっ

てそのための整えをされることを，私たちは

当然のこととして受け入れなければならない，

と。これは次のジ ョセフ ・ス ミスの言葉 と符

合 している。「主は幼い子供たちを大勢取 り上

げられ る。人の しっと，現在のこの世の悲し

みや諸悪に巻 き込まれないよ うにす るためで

ある。彼 らはこの世に住むにはあまりにも純

粋で，美 しいか らである。」(T6硯h初gsげ 渉h6

Pγoρh6'/0sのhS窺i'h「 予 言者ジョセフ ・ス ミ

スの教え」pp.196-97)責 任 を知 り得 る年齢

に達 した人は試練 を受 ける必要があるとい う

ことは，万物の計画か ら明らかである。私 たち

の問題はこの世 を克服して，幼 い子供たちが

すでに達 している清 く汚れない状態に到達す

ることである。

子供 たちは;の 世 に生 まれる前にどれ くらい

神について， また救いの計画 について知って

いるのだろうか

態で戻 る子供たちは 実際には大 人である

が かつて知 っていた福音の知識を得 るで

あろう。

子供 たちも言式しを受 けるだろうか

絶対その ようなことはない。彼らがパラダ

イスで， あるいは福千年の間もしくは後に試

されるという考 えは，全 くいいかげんな考え

である。 日の光栄の体 をもって墓か らす でに

よみが えった者が， しか も救 われると保証 さ

れている者が どうして試されることがあろう

か。試練に屈することがな く，昇栄が保証 さ

れている人を，主は試 されるだろうか。この

件につい言えば，サタンが縛 られ る福干年の

φ 一

この世 に生 まれて くる人はひ とり残らず神

のみ前から来る。そして私たちは皆その永遠

の世 界で神 を見，神のみ声を聞 き，神の律法

について教わった。私たちはキリス トについ

て知 り，キ リス トが私たちの救い主，瞭い主

に選ばれた時にキ リス トに従 う道 を選んだ。

私たちは福音の計画 を理解 し，知 っていた。

それでこの救 いの計画の一部 として肉体 を得

る特権にあずかれることを知 って，歓喜の声

をあげた。創造主のみ もとに清 く汚れない状

饗
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間 に 生 ま れ る 何 十 億 も の 人 々 は 「罪 を犯 す こ

とな く育 ち て 救 い に 入 る 」(教 義 と聖 約45158)。

従 っ て 試 さ れ る こ とは な い 。 「サ タ ンは この世

に お い て も， 霊 界 に お い て も， ま た復 活 後 も

幼 な子 を 試 み る こ とは で き な い 。 責 任 を 知 り

得 る年 齢 に 達 す る前 に 死 ぬ 幼 な子 は 試 さ れ る

こ と1よな い 。」(1)06渉 ガnos〔 ゾ8α 」跳z'ガon「 求交い

の 教 義 」2156-57)こ の よ う に ジ ョセ フ ・

フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス 大 管 長 は 強 い 語 調

で述 べ て い る 。

責任 を知 り得 る年齢 とは

何歳 の二とだろ うか

責任 を知 り得 る状態 とい うのは，子供の生

涯の特定の時期 に突然開花す るものではない。

子供 は何年 もかか って徐々に責任の取れ る状

態になるのである。従 って，責任 を知 り得 る

状態にな るとい うのは，特定の年 月がたてば

到達できるとい う目標ではな く，ひ とつの過

程である。主は啓示の中で言われた。「幼き小

児らは罪 を犯すこ と能わず。サ タンは，幼 き

小児 ら成長 してわが前に責任 を知 り始む る年

までこれ を試む る能力なければな り。」(教 義

と聖約29：47)し か し正常に成長す る者であ

れば，現実に責任を知 り得る状態に達 し，生

活の中に罪が入って くる時がや って くる。そ

れは8歳 すなわ ちバプテスマを受ける年齢 で

ある。(教 義 と聖約68127参 照)

責 任を知 り得 る状態についてのこの教 えは

歪曲 され， しば しば忘れ去 られている。モル

モンが幼児のバプテスマについて主に伺 った

時， この問題 が その根 底にあったの で ある。

(モ ロナイ8章 参照)こ の教えを最 も的確 に

示すのは，アブラハムに対する主のみ言葉で

ある。主は言われた。「わたしの民はわた しの

教えか ら離れ去 り，わたしが彼 らの先祖に与

えた儀式 を守らなか った。

また彼らは濯油 と埋葬，すなわちわたしが

彼らに命 じたバプテスマ を守らなかった。

そ して彼 らは戒め に背を向け，子供の洗い

と血をふ1)か けることを取 り入れた。」(霊 感

訳創世17：4-6)

この ように当時すでにある入々は幼児のバ

プテスマ を行なっていた。理由は何 であろう

か。人々が もはや聴罪を理解 していなかった

か らである。続いて記録 されているように，

古代の民は 「義人アベ ルの血は罪のために流

された と言った。それは彼らがわた しの前に

どの ような責任があるか を知 らなかった」か

らである。(霊 感訳創世1717)

続 い て主はアブラハムに次のように約束 さ

れた。「わたしはあなた と割礼の契約 を交わす。

これはわたしとあなた及び後の代々の子孫 と

の間のわたしの契約 である。子供たちは8歳

になるまでわたしの前に責任 を知 り得 る状態

にないこ とをあなたがたが永遠に知 るためで

ある。」(霊 感訳創世17：11)

精 神 的な欠陥 のある者については

どうだろうか

この人々についても幼 い子供たちと同 じこ

とが言える。彼らは責任を知 り得る年齢に達

することは決 してない。従 って，幼い子供た

ちと同様 に見なされる.何 らかの肉体的な欠

陥か，私たちにわからない他の何 らかの理由

で霊的に も精神的にも決 して成熟す ることが

なければ，彼 らは決 して罪に対 して責任 を取

れる状態にはならない。従 って，彼らはバプ

テスマ を受け る必要 がな く，キ リス トにあっ

て生か されている。そして，子供たちと同 じ
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もの を受け，継承 し，所有するであろう。

幼 い子供たちは，私 たちすべ てを救 うため

に死なれた御方の瞭 いの犠牲によって，世 の

基が据えられた時か ら瞭われている。サ タン

は，子 供たちが責任 を知 り得る年齢 に達す

まで，彼 らに対 して何の力 も持たない。主は

以上のことを啓示されてか ら，同 じ原則を精

神的な欠陥のある人々にも適用 して言われた。

「而 してわれ また
，誠に汝 らに告 ぐ。およそ

知識ある者にわれ悔 い改め よと命ぜ ざ りしか。

されば， いまだ覚 らざる者はただ誌 されたる

ままに為 すのみ。」(教 義 と聖約29149-50)

子供 たちはいっ， どんな姿で

復活するのだ ろうか

子供 たちは 日の光栄の王国を受け継 ぐので，

第一の復活に よみがえるであろう。ジョセフ・

F・ スミス大管長は言ってい る。「ジョセフ・

スミスは，死んでこの世 を去った幼 児は復活

の時子供の姿でよみがえると教えた。そ して

子供に死なれた母親に向かって言った。『あな

たはこの子が復活後，霊の成熟した姿に至 るま

で育てる喜 びと楽しみと満 足を得るでしょう。』

死から復活 した後に回復があ1)， 成長発達が

ある。私はこの真理が好 きである。この真理

は私の霊に豊かな幸せ，喜び，感謝の念 を起

こさせる。私はこの原則 を私たちに啓示 して

下さった主に感謝 している。」((，os餌 」∠)oひ

魏n6「 福音の教義」pp。45556)

子供 たちに対する私たちの責任は何 か

「見よ
，子供たちは神か ら賜わった嗣業で

あ1)， 胎の実は報いの賜物である。」(詩篇127：

3)私 た ちの子供は天父の子供である。神は

一時子供 たちを私たちに託 されたのである。
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従 って私たちの義務 は，子供を光 と真理 の内

に育 て，彼らが永遠の神のみ前に戻れ るよう

にすることである。

シオンの両親は託された霊の世話 をし，彼

らを幸せ にす る特別な責任を負っている。ベ

ンジャミン王はこの ことを次のような言葉で

まとめている。「またお前たちは，自分の子供

らを飢えさせた りはだかのまま置いた りは し

ないであろう。 またお前たちは 自分の子供 ら

が神の律法に背 き互いに争った1)戦 った1)し

て，私 たちの先祖が言った悪魔すなわちあら

ゆる義 しさの敵であって罪の頭である悪魔に

仕 えるこ とを許 さず。

お前たちは自分の子供 らに真の道 を行 う事

と真面 目でなければな らぬ事 と互いに愛 し互

いに助けねばならぬ事 とを教 えるであろう。」

(モーサヤ4：14-15。 教義 と聖約68：25-28

参照)

で は子供 の救いに関す るこの輝か しい教義 は
一体 どんな教義 なのだろうか

確かにこの教 えは福音の教義の中で最 も美

し く心 を満 たすものである。 また，予言者 ジ

ョセフ ・ス ミスが神か ら導 きを与えられてい

たことを証明す る貴重な証拠のひ とつである。

当時キ リス ト教界の熱烈な説教者たちは，地

獄へ の道は幼な子の骸骨で敷 き詰 められてい

る， これは不注意な親が子供 にバプテスマ を

施すこ とを怠 ったからである， と説教壇か ら

大声で説いていた。モルモン経 と末 日の啓示

に記録 されたジョセフ ・ス ミスの言葉は，「幼

な子は救われ る」 という純粋な真理 に涼風を

呼 き込む こととなった。清 く罪のない子供に

ついてみ こころを明らかにしたもうた神 に，

私たちは感謝すべ きである。



霧郷

綿 猛欝 吻礎 吻麟拶

教会管理人の

立場から

ロ ー ラJ・ エ イ シ ー

私 たちは夜になるまで・「引 き受けようカ》ど

うしようか」 と話 し合いました。神権会

で監督から， ステー キ部センターの専任の管

理人を募集 していることが発表 され， その会

のあとで夫のエイスにその話があって，妻の

私 と相談 してか ら翌朝3人 の監督 と会って下

さいと言われたのです。

彼はそういう仕事が好 きか しら?3つ のワ

ー ド部 とひ とつのステーキ部 を抱 える大きな

教会堂 でした。いろいろな活動に伴って，仕

事は山 とあることでしょう。私 もオルガンや

ピア ノを拭 いた1)窓 をみがいた り，きっど手

伝わなければな らないことでしょう。家は近

くで したか ら，昼 食には帰 って来 られるし，
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交通費はい1)ま せん。今勤めている鉛管工事

の会社では， 日に照 らされ，雨風に打たれ，

雪に凍えなが ら何時間 も働かなければな りま

せんが，管理人の仕事 をすればそんな苦労 も

なくな ります。倉庫の管理 人のように夜中の

仕事 でもあ りません。でも，59歳 で職 を変 え

るというの も大変なことです。 もし新 しい仕

事がうま くゆかなかったらどうしましょう。

月曜 日に一大決心 をしました。管理 人の仕

事を引き受けることにしたのです。エイスは

承諾の返事 を伝えて， 日曜 日にふた りで教会

へ行って，初めて建物を見て来 ました。しな

ければならない仕事はた くさんあ1)ま した。

最初の仕事 はホールの両側にある階 段の掃

除でした。幅は片方が1.2メ ー トル， もう片

方が1.8メ ー トル， どちらも17段 あ1)ま した。

長い間掃除をしていなかったの で， 白っぽ く

ほこ1)が 積 もって，靴の跡や汚れがこび りつ

いていました。石け ん水や クレンザーや金だ

わしを使 って， きれいにす るのに2時 間かか

りました。でも，淡いクリーム色のビニール

張 りの階段が，茶色の縞模様の大理石のよう

になった時， どんなに うれしかったことでし

ょう。

エイスには，修繕 したヒ)交換 した りという

仕事がいつ もありました。建物の出入口の ド

アの錠 を全部取1)替 え，洗面所や文化ホール

の ドアの掛けがね も新 しくしました。女性用

更衣室にシャワーを取 りつけ， どうい うわけ

でかそれまでは部屋の中央にあったロッカー

を元のように壁につけま した。機械室に積 み

重ねてあった壊れた教室机 を幾つか修繕 しま

した。

ところが，私 たちが働 くようになって間 も

な く，コンクリートで固められた中庭にステ

12

一 キ部長室 と高等評議 員会室 を建てる工事が

始 まりました。工事は毎 日少 しずつ行 なわれ，

中庭の コンクリー トを壊すのに ドリルを使 う

ので建物の中がほこ1)っ ぽ くな セ)ました。掃

除をすませ たと思 うと， また工事が始 まると

いった具合いで，事情 を知 らないワー ド部の

人々か らはいろいろ と言われました。この よ

うな状態がおよそ3ヵ 月続 きました。

またある日，子供 日曜学校の部屋 でユー ス

コンファレンスが行 なわれるこ とを知 らされ

ました。指導者か ら部屋を特にきれいに して

ほしい と頼まれたので，私 たちは勇んで仕事

にかか りました。窓や木造部 を全部洗 って，

床 を拭 いて，磨 いて， カーテンはクリーニン

グに出しました。何 もか も輝 くようにな りま

した。ユースコンファレンスが終わってか ら，

みなさんに喜んでいただけたか しらとエ イス

に聞 くと，彼が言うには，「いや，ある副監督

から椅子 をもうちょっときれいにしてほ しか

ったと言われたよ」 とい うことで した。出席

者が 多くて椅子が余分に必要だ ったので，だ

れかが建築現場か ら椅子 を運んできたので し

た。 それが 自分 たちの したことではなか った

ことを知 って，思わず苦笑 してしまいました。

建物の壁 を全部洗 うのには，かな 鍬)時間が

かか1)ま した。洗面所か ら始めて玄関や ホー

ル，扶助協会室，高等評議員会室，教室。 ヒ

ー ターや ドア枠や階段の手す りや玄関その他

はペ ンキを塗 りました。玄関 と扶助協会室の

じゅうたんはす1)減 って， ジュースのしみな

ど取れ ない汚れがついていま した。そこでエ

ィスが 監督たちに， じゅ うたん専門の クリー

ニング屋 を頼んではどうか と話す と，近々新

しい じゅ うたんに替えるか らそのままで良い

という返事で した。それか ら数週間後，エイ



スは じゅうたん用の洗剤 を借 りて来て， 自分

で じゅうたん を洗いました。そのため， じゅ

うたんは見違えるようにな りました。こうし

て建物は少しずつ きれいになってきました。

管理人の仕事 を始めてか ら2年 後 に， もう

ひとつのワー ド部が この建物を使 うことにな

り，全部 で4つ のワー ド部にな りました。月

曜日から木曜 日まで毎 日扶助協会が開かれ，

役員たちは朝早 く8時 半に教会 にや って来ま

す。その時間 までに，扶助協会室 と玄関，台

所，階段，託児室，洗面所の掃除 をす ませて

おかな くてはな りません。それか ら，扶助協

会が行 なわれている間に，残 りの教室 と礼拝

堂，それに文化ホールを掃除するのです。

また，3時 になると初等協会の役 貝がや っ

て来 ます。ですから，扶助協会室，託 児室，

台所，洗面所 をもう一度見て，汚なければ掃

除 します。そして，初等協会が終わると，椅

子を集め，拭 いて整頓 します。また，黒板 を

きれ いにして，夜の活動に備 えます。それが

1年 ほ ど続いて，2つ のワー ド部がほかの建

物に移って行 きました。 その時には，何だか

休暇をいただいたような感 じが しました。

天気の良いある朝のこ とで した。私たちは

セールスマ ンか ら， ステンレスの洗し台など

金属製品に使 える化学洗剤 を買いました。私

はそれ を使 って，汚れがこび りついて薄皮が

張ったようになっているしんちゅう製の電気

のスイッチプレー トをきれいにしようと思い

ました。5，6個 きれいに磨 き上げた後， 男性

用の洗面所に行 って，今度は3つ のスイ ッチ

がついているプレー トをきれいに しようと思

いました。プレー トを化学洗剤できれいに し

て，次にぬれたスポンジを取ろうと手 を伸ば

した時，パチパチ という音が しました。振 り

返 ると，プレー トが火を吹いて，火は天井に

届 きそ うで した。私は 「火事だ!火 事だ!教

会が燃える!」 と金切 り声をあげなが らホー

ルに駆け込みました。す るとエイスはホール

に飛び込んで きて，洗面所に突進しました。

火はすでに消えていて， まっ暗でした。スイ

ッチボックスは焼けこげていました。私は二

のこ とか ら化学薬品 と電気は相性の悪いこと

を知 りました。

去年の夏は，月曜 日の朝か ら2週 間の休暇

をいただ きました。 ところが，エイスは土曜

日ごとに帰って， 日曜 日のために建物を掃除

す るというのです。けれ ども，私は休暇の途

中で帰ることが不服でした。私は掃除 しなが

らひ とりで考 えました。「ばか らしいったらあ

1)や しない。 きれいであろうがなかろうが，

だれ も気に していないのに。気にしていたら，

ごみ を投げ捨てた りしないはずだわ。掃除を

しても気づ く入なんていないでしょうに。」

する とその時，だれかがそばにいるように

感 じま した。だ れかが私 に こう言 ったよう

な気が しました。「見ているよ、ここは私の家

だ。私が見ている。明 日訪問者があって， こ

の家が汚れていた らどうだろ う.求 道者はど

う思 うだろう。恥ずかしいことだ。」私はぶ る

ぶ る震えました。それほど強烈な印象を受け

たので した。それか らは，二度 と，主の家 を

掃除す る時間をもったいない と思ったことは

あ りませ ん。

管理入 として働 き始めた最初の数 ヵ月間は，

あま り教会員から声をかけられず， またや さ

し く声 をかけ られた としても儀礼的であるか

のように感 じられ ました。 しか しだんだんな

じむに従って，みんなの態度が変わってきま

した。エイスはいつも教会にいて，テーブル
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を出したり，そのほかいろんな手伝 いをしまし

た。彼のいる時には建物の中でバスケットボ

ールやバ レーボールをさせてあげ るので，子

供たちや独身成人の人々 と仲良 くな1)ま した。

その結果，特に 日曜 日に備 えて建物をすっか

りきれいにした土曜 日などは，玄関にどろの

靴あとをつけないように気をつけて くれ るよ

うにな 「)ました。

1年 ほ ど経つ と，人々はさらに暖か く接 し

て くれるようにな りました。初等協会の教師

や子供 たちか ら，果物やお菓子や クリスマス

プレゼン トをいただいた1)し ました。ある年

には，少年 たちが，厚紙 と砂糖菓子で造った

キリス トの降誕の情景 を描いた作品を贈 って

くれました。松か さと木の実で作った飾 りも

一緒に
。また別のワー ド部の初等協会では，

「建物のお掃除あ りが とう」 と書いた愛情の

込 もった美 しい色紙にみんなの名前を書いて

贈って くれました。

扶助協会は，ホームメーキングの 日に必ず

エイスを昼食に招 いて くれました。また，大

会に訪問された教会幹部の歓迎夕食会に招待

されて， ステーキ部長会や高等評議貝と一緒

に食事 をしたこともあ1)ま す。

私たちは主の家 を6年 間守って，去年 の春

に退職 しました。その間，私たちは一生懸命

に働 きました。楽 しいこともあ り，つ らいこ

ともあ りました。けれ どもた くさんの友達が

できました。 その間に敵を作っていなければ

よいが と思っています。

涙と苦労の 多い日々で したが，同時にそれ

は私たちの人生に とって とて も素晴らしい経

験 となっています。

14

私の父の家

教会管理人を手伝おう

末 日聖徒独特の教会堂が全世界に何千 とあ

る。それ らの教会堂は，私た ちの礼拝や勉強

や 各種 の杜交活動 を霊的な雰囲気の下で行な

えるようにす るという尊い目的をもって，週

に何時間，何十時間 も教会活動 に役立 ってい

る。

しか し，清潔で快適 な美 しい建物を維持す

るには大変な努力を要す る、 まず建設に際 し

ては，教会員が時間とお金を，それ も時には

多大の犠牲 を払わなければならない。 そして

完成後は，神権指導者 と管理 人が力 を合わせ

て建物 と敷地 の管理に当たる。 とはいえ，建

物の管理には教会員 も以下の点に気をつけて

大いに協力すべ きである。

1.立 派な働 きをしている管理人に感謝す

る。管理人の休暇中に代わ りをつ とめたある

姉妹がこう言った。「教会貝がみんなこの仕事

をしてみればよい と思 います。管理人の苦労

を自分 で経験すればあ りがたさがわか って，

散 らかす気持 ちにならないでしょう。」

2.管 理 人にはその建物で行 なう活動 の監
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督 を頼 まない。管理 人には仕事に専心 して も

らう。建物を使用する活動の司会や活動 後の

施錠などは，他の成人の管理者がいて責 任 を

持つ。

3.管 理 ・維持に要する経費の財政援助 を

する。 これは各家族が割 り当て分を献金する

ことによって まかなわれる。

4.多 方面か ら管理人に指示の来 る場合が

あるが， 緊急事態 と幾 らかの 日課を除いては，

代表監督 と総合施設代表者が管理に関す る指

示 を与えることになっている。活動計画に従

って建物の用意ができるように，予定表 を管

理人に渡す どよい。

5， 建物の鍵 を持 っている神権指導者や補

助組織指導者は，信頼 されていることをよ く

認識して，許可な しに人に貸与 した り鍵 を複

製 したりしない。開けた錠は必ず 自分で閉め

る。

6.特 別行事の装飾に，ろ うそ くなど，火

を使用 してはならない。また，ある種のテー

プは塗装面 を損 うということを，教会員は知

ってお くべ きである。

7.物 置きは火災防止のために定期的に片

づける。神権指導者や補助組織指導者は，可

燃物を物置きにしまってはな らない。特 に機

械室には物 を置かない。

一 一 一

8。 建 物内外の異常や異臭には教会貝全員

が気 をつけ，モーターの損傷や暖房機の過熱

その他で事故に至る前に通知す るようにする。

9。 建物に関係す る奉仕計画は，費用の節

約以外に，建物維持の苦労に対する感謝 を学

ぶ機会 を与える。労働奉仕については，建物

の美化が目的であることを各 自が知ってお く

べ きである。

10。 エネルギーの消費節減 に努める。必要

のない時は電灯や音響装置のスイッチを切 っ

てお く。暖冷房時や部屋 を使用 しない時は窓

を閉めてお く。エネルギーの消費節減は経費

節減に もなる。教会員は全員これを心掛ける。

建物 と敷地は主のものである。これらは献

堂の時に主に捧げ られ，教会貝は客 として建

物に入 り，建物 を使用するのである。従って，

常に気高い精神が保たれるように建物を清潔

に体裁 よくしてお く必要がある。この原則を

私たちの家庭で教 え，また教会でも私たちの

言動を通 じて教えなければならない。

教会には現在美 しい建物が数 多くあるが，

教会の発展に伴 ってますます 多くの建物が必

要になる。私たちは現在使 っている建物 を良

く管理 して，末長 く使用できるように， また

主の家め尊厳 を反映できるように努めようで

1まなし・カ・。

一
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学習の種

セ オ ・E・ マ キ ー ン

数 週間前に・私たち家族は菜園に種 をま㌧'
た。私の指示に従 って息子たちがほとん

どの作業をした。だからといって，私が怠け

たというわけではない。もし父が同 じような

方法で教えて くれていなか ったら， 自分 もど

う教えた らよいかわか らず，さらに，私の子

供たちも孫にどのよ うに教えたらよいかわか

らないだろうと考えたからである。 そうであ

ってほしくない と思 う。

それと同じように，私たち福音の教師は子

供や生徒 を働かせ る時に 自分 を怠け者だ と考

える必要はない。私たちにできる最 も価値 あ

ることのひ とつは， 彼らに福音 の学習法 を教

えることである。「個人の証 はこの教会の力で

ある。従 って，教会員は皆自分 自身の証 を持

たなければならない。」(ボ イド・K・パ ッカー，

T6α6h}i6P歪 」碧εηめ 「熱 已・に教 えよ」P.208。

『自立』「聖徒の道」1976年4月 号
，p.207参

照)

生徒の努力
と

説 き， 教 え ， 釈 き， 勧 め ， 真 理 を宣 言 す る

こ とが 私 た ち に と っ て 大 切 な よ う に ， 生 徒 に

と っ て は ， 自分 で努 力 し て 自分 自 身 の証 を 得

る こ とが 大 切 で あ る(ア ル マ34：37)。 読 ん で

(ア ル マ33：14)， 考 え(ヒ ラ マ ン10：2-3)，

求 め(II二 一 フ ァ イ32：7)， 努 め は げ む(II

テ モ テ2：15)こ とが 必 要 で あ る 。

願 い(II二 一 フ ァ イ4：35)， 求 め(申 命4：

29)， 叩 く(III二 一 フ ァ イ27：29)こ と。

望 み(1二 一 フ ァ イ11：1)， 尋 ね(教 義 と
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聖 約6コ1)， 心 に とめ(ピ リピ418)， 書 き

記す(教 義 と聖約69：8)こ と。そしてみ言

葉を聞 くだけではな く行 なう者 となって(ヤ

コブ1：22)， 実践す る(ア ルマ34132)こ と

が必要である。

私 たち教師は，生徒に以上の努力をするよ

うに導 く責任がある(「聖徒の道」1977年4月

号の 「福音の教授 と学習」 の図を参照)。

人に魚を与えれば一 日の糧になるが，魚の

獲1)方 を教 えれば一生の糧 になるという言葉

があ る。

教師の準備

人に勉強の仕方を教え，学習意欲 を持 たせ

ることは必ずしも容易ではない。教師は生徒

に望むこ とを全部 自分 自身で行な うほかに，

生徒 を引き込むレッスンや問題 も準備 しなけ

れはゴな らない。

わが家 の菜園計画でも私 自身の準備が大切

であった。 どんな質問に も答えられるように

用意 しておかなければな らなかったのである。

簡単 な質問には 「それで良い」，「だめ」で答

えられたが，少しむずか しい質問は 「くわを

こういうふ うに握 って(実 際にや ってみせて)，

土 をこうして耕 す。実際にや ってみればわか

るよ」 とい うように答えなければならなかっ

た。

私は息子 たちに道具 を渡 し，いろいろと手

伝 った。一番大切 なのは，手 に良い種を握 ら

せ ることであった。種 というのはいろいろな

点で，聖典 に記 されている生 きた種によ く似

ている。

「見よ，種 まきが種 をまきに出て行った」

という言葉で説きおこし，福音 を学ぶ方法に

ついて多くの ことを教 えるあの霊感豊かなた

とえ話によって，言わん とす るところを展開

されたのは，ほかな らぬ救 い主である(マ タ

イ13：3-13参 照)。

アルマは，「今，神の御言葉 を種子になぞら

えて話す と」(ア ルマ32：28)と ， 同様の方法

を用いている。



私はその時， 自分でよく見ることがで きる

ように，一 人一 人に数粒の種を渡 した。子供

たちは，歯 くらいの大 きさの小 さな とうもろ

こし粒が一食では とても食べ きれ ない量にな

ることに興味をそそられていた。

しか し， そのような話を耳で聞 くだけ， あ

るいは種 を握っているだけでは充分でない。

実際に種をまかなければならない。アルマは

こう続けている。「あなたたちが一つの種子 を

自分の心の中に蒔 くとき， もしもその種子が

真理の種子すなわち善 い種子であって，あな

たたちが不信心の心でこの種子を抜 きとった

り，主の 『みたま』に逆 らった りすることが

なければ種子は次第に胸の中でふ くれ始める

であろう、そこで，あなたたちは種子がふ く

れ始めることを感 ずると，次の ように思 う。

すなわち，これはまことに善い種子，善い言

葉に違いなく，私 の心 を大 きく開き，私の理

解力を増 し，私はようや く好い味を感ずると。」

(アルマ32：28)

収穫 の確信

子供たちは，新鮮 な野菜はどんな味か と楽

しみにしていた。そして，「早 く植えようよ。」

「いつになったら食べ られるの。」「明日にな

ったらいいの」 と口々に言 った。

アルマはそれにこ う答えている。

「神の言葉がすでに あなたたちの心 を大 き

く開 き，種子のように芽 を吹 き出したのであ

るか ら，あなたたちは自分 の理解力が増 し，

自分の頭が開けて くることを感 じて知 ってい

る。……

今，あなたたちはすでに この光 を経験 した

のであるか ら，あなたたちの知識は完全であ

るか。

いやそ うではない。あなたたちは，ただ種

子の善 し悪 しを試み るために，種子 を蒔 いて

みることにだけ信仰 を用いたのであるから，

その信仰をすててはならない。

種子から生える木が生長 し始め ると，あな

たたちは 『さあ，この木が充分に根 を下ろし

て生長 し，私たちのために実を結ぶようによ

く注意 して養い育てよう』 と言 うが，今あな

たたちがよ く注意 してこの木 を養い育てるな

らば，根を下ろして成長 し実を結ぶであろう。」

(ア ルマ32二34-37)

子供 たちは勇んで種 をまいた。そして， 自

分で働 いて， 自分で学 び始めたのである。

最後 まで耐 え抜 く

子供 たちには忍耐 を教える必要があった。

この 日に始めた良い仕事 を，毎 日，毎週続け

なければな らないのである。

ここで， もう少 し真理の原則を話 し，教 え，

説明 し， 自分の選んだ方法でとにか く伝える

ことが大切 だと思 われた。菜園でも教室の授

業で も，成長は一時の出来事ではな く，ある

期間 を要する過程 であるとい うことを理解 さ

せ るこ とが必要である。そこで私は次の よう

に言った。

「待つだけ じゃない
。働 きながら待っんだ

よ。養分や水を土に施 し，土を耕 して豊かに

する。そして，特に 日陰で昼寝 をしていた方

がどれだけ楽か しれない暑 い日で も，一生懸

命に働かなければならないんだ。ほかにした

いこ とがある時 でも，そのように働 こうとい

う気持ちを保たせるのが， その人の信仰だ。

今 しがた まで手に持っていた小 さな種の可能

性 を忘れちゃだめだ よ。」アルマは種 のた とえ

話の中でこう言った。「しか し神 の御 言葉 であ

る木が生え始め る時からその実の生る時を待

ち設けなが ら勉めはげんで，気長に よく信仰

を以てこれを養 うならば，その木は根 を下ろ

して永遠の生命 を生ずる木になるであろう。」

(ア ルマ32：41〉

ア ルマはこ うも警告 している。「もしあなた

たちが木を放っておいてこれを養い育てるこ

とに心 を酉己らなかったならば，布艮力ごつ くこと

なく，太陽が出てこれ を照 らしこれを熱する

ならば，根がないか ら枯れて しまうであろう。

このときあなたたちはその木 を抜いて捨てる

のである。

17



しか し，木がこのよ うに枯れるのは種子が

悪かったためで もな く， また実がなった とき

その実が悪いため でもない、その土地が荒地

であってしかもあなたたちが木を養い育てな

いためである。それであるか ら， その実 をと

ることができない。」(ア ルマ32：38-39)

成 長 させて下 さるのは神である

生徒や子供 たちに良い種 を与え，それを言

葉 と研究 と祈 りに よって養い育てるように教

えた上で，最後に私たちはパウロの言ったこ

の言葉 を心に銘記 しなければならない。「わた

しは植 え，ア ポロは水 をそそいだ。 しか し成

長 させ て下 さるのは，神である。」(1コ リン

ト3：6〉

間接経験から得られるもの

フ ィ リ ッ プ ・C・ ス ミ ス

自分の生涯でしようとす るこ とをよ く吟味

して選択するな らば，時問的にみて，優先順

位の極めて高い ものを行なわざるを得ないは

ずである。例えば，福音をよく理解 している

母親 なら，職業に就 くことよ りも，親 として

の務めを果たすことを優先する。青年な ら，

人生の裏街道 を歩いてみたいという欲望 に打

ち勝って， もっと積極的で，進歩的な経験を

して人生を築 き上げ ようとす る。

間接経験では，決 して物事 を深 くは理解 で

きないと感 じている人々が大勢いる。そうい

う人は，貧乏な人間だけ しか，本当の意味で

貧困は理解で きない と言う。 また，罪を犯 し

た人 しか，罪の性質や その結果 を知 らない と

言う。直接経験に代わ り得るものは何 もない

と主張するのである。

このような論法には，少な くともふたつの

点で説得力に欠けるところがある。 まず第一

に，罪の概念を理解するため， また罪を犯 し

ている人を助けるために と言って，罪を犯 し

やすい環境の中で生活す ることには危険が伴

う。他の人を救い出したいと思いながら， 自

分がそのえじきになって しまうか も知れない

からである。例えば，麻薬がどんな ものか知

るために麻薬を服用 したら，他の人を救 うよ

1)も，むしろ自分がそのとりこになってしま

う可能性がある。第二に， この論法には，聖

霊を通 じてそのようなこ とが理解できる とい

う事実 と，人は感情移入に よってイエスの よ

うに，罪が人にとって どんな意味を持つか よ

く理解できるようになるという事実の見落 と

しがある。

イエスは，罪を犯 したことが なくても，罪

人以上に罪についてよ く理解 しておられた。

代々の予言者は，罪の結末 を 「間接的なが ら」

充分 に観察 しているために，適切な指導を与

えて，罪 を克服 しようとす る人々の手助けを

す ることができるのである。

感情移入に よって霊的に導かれている限 り，

人は罪を犯 さな くて も，罪の性質について深

く理解することがで きる。それは，感情移 入

を行なう者はただ理解 しようと努め るだけで

あって，行動 を正 当化 しようとす る時に生 じ

る知覚のひずみ とは無縁だか らである。

〔フィリップ ・C・ スミス ブリガム ・ヤング大

学ハワイキャンパス教育学准教授〉
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私たちの証

家族としての

永遠の喜び

日本大阪北ステーキ部

京者区ワー ド音5

奥 村 幸 一

久美 子

みなさん， こんにちは。私達は末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会の家族です。家族 と言っ

て も，今年の春結婚 したばか りの若い家族 で

す。恵まれまして来年の春，神様の子供 を授

かる予定 です。住居は京都市内の比較的みす

ぼ らしいアパー トの2DKで す 。私はサ ラリ

ーマ ン四年生，妻 は今春大学 を卒業 した社会

人一年生 です。私達の生活は月曜 日から土曜

日まで，朝，私は会社へ，妻は家事に と忙 し

い日々ですが，たまには休みをとって二 人で

映画 を見た1)な どして楽しむこともあ ります。

みなさんか らご覧になった私達家族は 日本全

国に幾万 とある新婚家族 と少 しも違わない，

よ くある家族 だと思 います。

もちろん新婚家庭 ですか ら，二人の将来に

は様 々な夢があります.子 供が生 まれて来るこ

とな ど，生活 を楽 しく希望 あふれ るものにす

る要素は私達の生活にもあ ります。確かにそ

れ もあるで しポう。 しか しながら， それらに

よってのみ生活に喜びがあるのではありませ

ん。それは，家族が本当に幸福になる方法を

私達は知っているか らです。世の中は物騒で

人の愛が少 し薄 くなって来ているように感 じ

ます。誕生 したばか りのわが子を捨ててしま

う母親などその よい例 ではないで しょうか。

私はこのような話 を耳にすると心が沈みます。

そんな時，ああ，世の人々がみんなこの幸福

になる方法 を知っていたらよいものを，そう
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したら家庭の不和，離婚，非行など多くの悲

しむべ きことがな くな り，誰 も相争 う者 もな

く，妬むこともな くて秩序正 しい社会生活を

営み，一致 と喜びにあふれた家庭生活が送れ

るのに と思います。

家族には何が大切ですか。まだ数 ヵ月の若

輩ですが，私達はそれ を知 っていて，さらに

生活の中に生かしています。楽 しいです。喜

びがあ ります。試練に もゆ るぎません。生活

を築 き上げようとい う意欲に燃えてい ます。

二人が互いに一致 しようと努めています。 日

日の生活が，一 日一 日が本当に生産的で充実

しています。それは私達は この世 限 りの夢や

希望 を持っているのではな く，永遠にわたっ

て希望 とその確信があるか らです。永遠のた

めに生活し，永遠のために行動 し，永遠のた

めに備え，永遠の永 きにわたる目をもって物

事の価値 を判断 します。 もちろん私達は社会

にあって立派であ1)， 義務 を果たすに忠実な

公民であ りたい と願ってお ります。また生活

設計も正 しく立案 し，住居，子供の教育，両

親の世 話な どこの世の大切 な事柄は決 してお

ろそかにしてはならないものであると知 って

おり，その ような二入であ りたいと努めてお

ります。

.しか し，家族が死後にも一緒に住め ると聞

いたら，みなさんはどうお受取 りにな ります

か。私達は この ことを真実 として知っている

のです。死んでしまった入はもうそれで無 と

なってしまうのでしょうか。決 してそ うでは

あ りません。彼 らはすべて時が来た ら復活し

ます。そ してその霊 と，こんどは朽ちること

のない完全な肉体 とが髪の毛一筋も失われず

に合わさり蘇 ります。これ らの復活はイエス・

キ リス トの聖な る頃いによるのです。

go

私達家族は， この復活と永遠の生命 とい う

ことを単なる人生訓 として， あるいは単なる

この世のお飾1)と してではな く， まさに真実

であると知 っているのです。すべ ての人は時

が来ると復活 し，イエス ・キ リストと天父な

る神の御前に立ちます。そして，二度 と死ぬ

ことのない体 となった私達は，結び固めの聖

い力によ1)， 父 ・母 ・兄 ・弟 ・姉 ・妹 ・祖父・

祖母…… とみんなが一緒に住めるようにな る

のです。

お父さんを失って悲 しむあなた，お母 さん

を失って悲 しむあなた，夫 を亡 くして力を落

とすあなた，子供 を事故で失ったあなた，あ

なたが たに私は誠心誠意申し述べたい と思い

ます。何 も嘆 き悲 しむ ことはあ りません。来

世においてあなたは愛する家族 と再び抱き合

い，手 を取 り合えるのです。そこにイエス ・

キ リス トの晒い と天父の偉大なる人類の救い

のみ業があ 「)ます。私達家族はこれらのこと

を知って生活の第一 目標にしています。私達

の生活について 目標 と希望があるのは，この

世のこ とばか りでなく，永遠にわたる道 と宝

とを見いだ しているからです。

私達 は神様のみもとにあって永遠の家族 と

なる方法 と儀式 と権能 とがこの末 日聖徒イエ

ス ・キリス ト教会に確かにあることを証 しま

す。

主は実に生きておられ ます。私が以上述べ

たことが真実であることを，心か らへ りくだ

1)証 申し上げます
。

イエス ・キリストの御名によヒ)証しました。

アーメン。

(1977年9月24日)
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いえ かえ おお

家 に帰該 フレダは大よろこびです･
また家族 といっしょに くらせ るか

てん じ なら

らです 。フレダは点字 を習 うため に と
がっこう い

くべつ な学校へ行 ってい ました。 そこ
ある しゆう

では じょうず に歩 くれん習 もしました。
め み

フ レダは 目が見 えないのです。
い が つこう はじ

みんなが行 って いる学校へか よい始
てん じ ほん

め ました。 で も,フ レダは点字 の本 で
べん きよう お な

勉強す るのです。みんな と同 じこ とが

お も

した い とどん な に思 っ た こ とで し ょ う。
せんせい ず が こうさ く

先生が,も うす ぐ図画 と工作 コンクニ

ルが ある とはっぴ ょうした とき,な に
つ く お も

か作 ってみたい と思 いま した。
え

でも,フ レダには絵がかけ ませ ん。
あお いう し

青が どうい う色なのか も知 りませ んで
あお あか き いろ

した。青 も赤 も黄色 も;フ レダ に とっ
おな いろ おも

てはみ んな同 じ色に思 えました。
いえ かえ

家 に 帰 る と,フ レ ダ は コ ン クー ル に

詣愚魁墨灘鍮
おはな し

エ レイ ン･C･ス ミス

灘
醐､鑛
轟 '叢

,

蔓

乙

鎗 曳､

〆 冷三･灘

趣灘
a2



EZ

。幸ユ臼

44し詳Q回ぞ一レ乙ん4乙4胃(4揮
モを

γ》`宰1一ン乙んζ1乙γ首,)辛昌半(〃5
をミゑのゆ

4ム。4つ季つo⊃し⊃1`宰1。汐/1乙

｢o碑φ壱(4し毎〉払)身}つ叩孝

ヨ

･圭｣。4つ準η〉}(潔重14士(〃缶(〃αぞo
ユニココマヰ

｢℃に!q4》2畔(〃ぞ!γ雲1`穿コ｣

o⊇!つ準0澤⊃1奮
.

9R

一§9つ鐸(久6/1乙`4(ン勲(〃§γつ

。鐸つ
飛)♂〕コ(7ア(〃o〕r⊃1峰`宰1マ⊇

4島)習叩⊃1/1/一4<[二`》6ぞ⊃1。4
ツのしゆコ

4乙。,臥)×4〃(〃。44乙甲丸ヘアq

㌻..o雲準η(ゴ

名(レき4･<*ri[ヌ割翁三)!1を`<Ψr[
セつをで

皇雫1翁=`･<Ψll準写1翁一〇⊇!つ率穿
ホ　をぞくぴ　らぞ

勲(ゴ≧淳畿三`…鵠=`畿一(懇字x4〃
をマをぞをマ

⑦η彦η妾。認つ翠Q準与44書γつ
コゴを

。4｢季亀｣と}し母
v辮粛}

ゆそをコしニぴ

｢老。4∩準》し(ン⊃1鵬o(4⊃1覧へ畔【へ
をきヰ

⊃一母コ鞍(〃Tγ畔宰1。〃･4∠.`鮭(〃¥
ぞ　ヰミし

Q
.臥)(〃4し詳ぞ⊃管百享1マ⊇9

儲量～).しそ⊃1。4/【乙04り準曳へ(ゴ9).

吾9(41層'尋聰(}ぞo=γ雪^`ぞ(ぎ=γし呈
ザドて　り

←老4。4･4乙｢。(客q尋η(ゴくへ).(ン乳)

準`Σ(潔喜'Q9･へこγ百〉古秘つ=γ9｣
をを　
o認つ季勲(ぎ尋卓凋ノγ

マフ

§舟窪臼§字ニコ叩孝=Fγ鞍臼･字ρ!y⊃.
リガヨヨ

｢。(孝4婁･).⊃侭ペリ塁(象)､しそ`(孝季｣

。認つ羊η〉

)!1>=γ･4)'酵Yv中(∠)話1γ)。孝'穿妾
こへし　ヰ

`コ1←ア(〃婁ぞ〉
･ぎ尋一美/･4`§4/y§

魯窪(外4η妾。4つ率誰1=｢婆詳孝一ン
　ガ　

ム∠･4乙宰1汐･4乙)し呈←2｢。).η〉
くへ

》蜘)をくへq`9ぞ4Q(ぎ｣04つ季0

5字只一量ユそし･著`)つ･9〈日γ塚04つ
　ケコ

季.臼ρc'孝Q…封:平γε客`OYコ1･曽〉ω
　をえれヰを

磁早･〉享宰1。4･4ム`ぞ(髪*)。し魯'(外4
ヲマコ　マガ

揖粛(〃(曇いヘマ(ゴ･47妾`).つ←コ
をコしきい
o
.私季つ(ゴ身孝3(〃ぞ己∬ロ。広コly〕4

?畔(迩)身`寧1一ン乙∠｣4乙。4つ準

つ蟄Q>黛謡1ソ尋孝ぞコq匡1⊃1←ア(〃
もぴヨウヰ

老。.私準o…レ少孝班n図マτ孝払)T!ソワ
　しちイへぴウ　ヨ

%4}貸)尋。潔つ罫)身尋弱`塁窪⊃1
ヨか　

'=T(〃忌ηユγア孝一シ∠!､4乙}つ老

マを
。4∩準0

…↓鐸鉦(かへ塾へ誹弘=Fγ畔
　しヤなガヨ

`喜季Q4つ;穽04
･4⊃1輩丹〉老(づ～》
ぞスつ

丸へ!1孝携囲!儲⊃1=:1.(Ox〉(ン写1汐･4ム

つγ霊γつ望9

.。4つ翠つ

kへ(凶し吾孝阜qi酎=〕?。44乙)婁).し菖
ヰしヰセくぴしガ

尋=F/yq〔ア1!y§舟辞`裂歩(〃日(〃琢
ヨ　　ガコスゆきし

｢。畔(･アつ準勲(ぎ).し菖⊃1.〉享4
しヰ

つ(ぎ。54乙`ワマ髪qq宰1ηを｣
きヰソガ

。4つ季
･へ呈).吾･字をさ4･4母目‡:1汐4
くへゆ

乙｢。(〃(Σ⇒♪孝コ畔飛)平γ鐸。丈A詳6T.
　しヨ

卑)(ン菖丁γ畔。(〃管望遅(〃(曇曳へ4'1
しいヨ

需⊃1･解一〃/(広｢49`γ§魯辞｣
ヨ　くぴ

o認!1季嘉

身)414v担与寧屡4乙`)し呈←妾
しへをコヨれヨ

｢9詳⊆身｣04'〕準♂〕4い字7髪(〃(ン

きぴツガ

ぞ0`⊃1(49?曳へ)べ)身孝一ン乙∠･ζ

乙Q一創季》4吾ぞ=)1←ア私)尋)。し(〃

⊃1。喜o(久4･4乙4一髪乙ん4∠.(〃コ騨

。4つ準マ集畔マη(蜜ぞ4←老用孝
⊃1身

埠Y4詳

1













6Z

。(を写⊃Rコ(Σ穿

爆昂身}鳴レ轟芝廻巾¥)一吾9号`つ…茜切.⊃1(〃撃認し昂4⊃廟葺叢簸(〃…鞘主

尋喚簸4婁)魁尋目騨(〃由0954準。?尋⊃匹丁?婁必四=9尋身⊃1

皆量母¥劉猶睡管(ぎ⊃剛一(〃ロ仔尉)しア⊃1畔⊃`}¢.身(ぎ払(〃穿4婁)一畔

臼劔課翻富目9(毒9乙61)由朗一`宰陸工叢匙⊃1沿(ゴ尋誘迎(〃躯M(〃コ
。(を尋⊃1ぞ

2?耳(ゴQ毒劉QY不(〃Y(〃苓好一`辞§藁騨謡一←秘署1憎酎`謁(〃老

。平1聖寡尋2コ⑫#醐影⊃陽罵幸(〃石畢一孝稲胤》ムv=γ窒瀦

母輩工多1}塑`日彰〉凋母日翻日`弘準日銘臼･字日Z目9`甲彫碧易¥
。⑫(ぎ払マ⊃(〃》(潔

艇*宿),儲喜真狸),しアコ≧撮¥寸･(4ズ･f･一》一⊇`⊃湘乙z目II

毒6161`罪瀾》魏一(〃磁申*(〃コo(を(ぎ払箏を?辞愈圏》石恥一)し4(客⊃1

團藤ウ`目g⑫来`4猶購ンム)傷幸…孕担コ丁髭4.胃乙よ‡⑦ンム)

幽蔓講二⊃旧9`欄申乳レ乙v

000

。⊇!辞9尋
=L彦〔1

聯払一レ妥ぐ･〃一/1頼//に掴ラ目1由8ム6鐸睡面:ぞ¥n名呈`辞尋
。4葵ユ

}4マコ(を胃尋翼(〃(Roρ壱つ鳶コ(ヲ喜`2

季0(〃Yε82憂(〃Y8Z⊃騨?畢尋鼎(〃コ`辞1ξ箪⊃1)アセ雷Z`ア購隼4
0マし(ぎ

弘膨(〃昇智ンーを壬白宰1(〃4し身壬と母¥[皇(〃老`).!]妾。4つ壁購払嶺

腰4-4個//冴穿≧rγ一を壬r!⊃1日61目｢g由76061`尉新卑4ンーを壬ll

4τ鐸事)つぞ樋(〃･<寸τ･で凶･ンみく自･4一[:ぞ｣,･d一ムdT

。妻辞袈孝餌母雷租`).つ朱捌⊃縁醤γ一を壬n¥4穿曇浸

⊃田皇(〃〉多激3澤着刻呆戻男(〃1･陽呈腿學4n〆ム謡5･(4率`)一つぞ塑

`臼運馴〕マ畜⊃鵠日者狸母…H皇(〃々〕藻(ρ等聯`f購卑孕メーを壬rl`蝉手

。4し2婁で〕多母⊃樟鯉払i捌蟹(〃一レ
,ゑぐ･〃一4寸

叩み`4(婆16)彰蝉ンーを壬rけ/くくτぐ払･/(ン丁ぐ･≠髪`鑑(〃

穿普ンーを夢11･べ･く4ズ1〔営尋》営禦擢製勤=十`日1ε巨宕1毒乙ム61

受♀辛璽.ユー･レ壬4･〃一/N4r八
`踊蝉:∠一4一壬rl



｢わ た しの民が

大ぜ いいる｣ `

.し

日本東京ステーキ部

国立支部

元専任宣教師

宇田川精一郎

私 たち伊勢 で働 く4人 の宣教師が,佐 藤伝

道部長の突然の訪問を受けたのは.,私 が そこ

に着任 して間もない(1976年)5月24日 の ζ

とでした。伝道部長は宣教師を集めて労 をね

ぎらい,い つ もと変わらない穏やかな口調で

話 しは じめました。

｢み なさんは良 くがんばっていますね
。 し

か し,支 部 を開いてもうす ぐ一年にな ります

が,ま だバプテスマが一人 もあ りません。そ

こで,も しこれか ら1ヵ 月の問にバプテスマ

がなければ,こ の支部を閉めて,み なさんは

名古屋に移 ってもらいます。名古屋ではもっ

と多くの宣教師が必要です。｣

私 は驚 きのあまり何 も話す ことができませ

んでした。伝道部長の言われている通 りだっ

たのです。伊勢市に宣教師の支部が開かれ,

伝 道が始め られてからすでに9ヵ 月経 っていま

した。これまでに多くの人々がモルモン経を

読み,宣 教師のレッスンに耳を傾けてきまし

たが,バ プテスマ を受けるだけの強い信仰 と

証を得た人はまだ一人もいませんでした。し

か し,宣 教師が引き上げるということは,伊

勢市に住む10万 人以上の人々か ら福音 を聞 く

機会 を取 り去ってしまうことになります。 ま

して現在教 えている30人 以上の求道者はどう

なるのでしょうか。

｢お よそ
,怠 惰なる者はその地位に居 るに

値せず,ま たその義務 を覚 鼻ず信任 さるるに

足る行いを示さざる者は,そ の地位にあ1る値

なき者な り。｣(教義 と聖約107:100)

次 第にこの聖句が,私 の心に重 くの しかか

って来ました。伝道部長が帰 られたあ と,私

はたまらずにひざまずき,こ れまでの自分の

怠惰や高慢が神様のみ業の発展 を妨げていた

ことを深 く悔 い,赦 しを求め,最 後になるか も

しれない伊勢での1ヵ 月間の伝道に全力を注

ぐ決意をしました。

その 日か ら私たちは,祈 るたびに必ずバプ

テスマについての導きを求めました。.朝起 き

た時,福 音の勉強 を始める時,朝 食の時,伝

道に出かける時など,あ りとあ らゆる機会に,

バ プテスマを施すことがで きるように神様の

導きを求めたのです。持 には,断 食をして求

道者にチャレンジしました。
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㊥ 、

聖 餐式の沈黙が続 く中・若い監督はゆっく

りと説教壇に向かい，そしてこう言 った。

「皆 さんの中で主 を愛 していらっしゃる方は
，

ちょっ と手 を挙げていただけますか。」

この言葉 に応えてみんなは手 を挙げた。高

く挙げている人 もいれば，低 く挙げている人

もいる。中には指だけ しか挙げていない人 も

いる。手 をひざに置いたままの人はほんのわ

ずかである。監督 はうなずいて言った。「どう

もあ りが と，うございます。 ところで，完全な

日を過ごしたい と思っていら、っしゃる方は手

を挙げて下さい。」'

また，みんなは手を挙げた。

「ラリー
，完全 な日を過 ごしたいのですね。

私の ところへ来て くれませ んか。 ジー ンとラ

レイ。ディアン。ショーン。・テスとジョン。

リンとマイク。」

ゆっくりと，心 を込めて，短い間を とりな

がら，次々に名前を呼んだ。しだいに下がる

手もあり，ついにはひ ざに戻 る手 もあった。

最後 まで高 く挙げていたのは，ほんのわずか

函・あった。
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それだから，、

あなたがたも

塾 完全な者とな りなさい

プ レンダ ・ハ ン ト

「未亡人の方はいかがですか。完全 な日を

過 ごしたい と思われる未亡 人の方はいません

か。」しば らく沈黙が続いた。監督は，会衆 を

見回 した。中には，か なりの人数の未亡人 と

老人がいる。「ビビアン，あなたは完全な 日を

過 ごしたい一と思 いませ んか。」

それか ら，監督は，振 り返って，壇上に来

た人々に言った。「では，いつを完全な 日とし

ましょうか。火曜日がいいですか。」

動揺 ととまどい と困惑の表情が あった。実

際に完全な 日を過 ごす ことになるとは，だれ

ひ とり夢に も思っていなかったからである。

火曜 日という監督の申 し出にうなず く人もい

た。しかし， じっとしている人 もいた。しば

らくして，だれかが 「木曜 日は どうで しょう

か。まだ 日があるし，準備する時間もとれ ま

す かち」 と提案 した。，そこで，木曜 日がその

日と決められた。

監督 はまばたきをしながら言った。「それで

・結構です。木曜 日には皆 さんは完全な日を過

ごすわけです。そして，今度の 日曜 日には，

自分の完全な 日がどんな日だったか，聖餐会



でお話 していただきましょう。」

それか ら監督は会衆の方を振 り返 って言っ

た。「ほかにも，完全な 日を過 ごしてみたい と

い う方はいませんか。」アロン神権の若い教師

であるジェームズが，そばかすだらけの顔で，

愛 きょうのある笑いをふ りまきなが ら手 を挙

げた。彼 も仲 間に加 えられた。

監督は続けて会衆に語 りかけた。「木曜 日に

は， この11人 は完全 な日を過ごします。 ワー

ド部 の会員として皆 さんの責任は， この人々

がその割 り当てを全 うすることができるよう

祈 ることです。」

何をすれば完全な 日にできるだろうか。 ど

の ように過 ごしたら完全な 日になるのだろう

か。その週の間中，ワー ド部の会員が集まる

たびに，その完全 な日の ことが話題に上った。

その結果 を聞 くことを，みんな楽 しみに して

いた。

そして，ついに 日曜 日がや って来た。

ビビア ンは未亡 人である。いつ も茶色の髪

を短 くまとめている， 目がぱっち りとした背

の高い婦 人である。彼女は普段 の集会では静

かに座 っているだけである。やや内気で， と

て も人前では， 自分の心の思 いを言い表わせ

ない人であった。彼女は，完全な 日を始める

にあたってまず神殿に入1)， 次に，これ まで

しようと思いながらものびのびにしてきたこ

とを少しすることにしていた。しか し，何か ら何

まで予定 した通1)に 事が運んだわけではない。

その 日起 きる と， ひどい頭痛に襲われた。3

年 半振 りのひどい頭痛であった。そのため，

新 しくその 日の計画 を立て直 さなければな ら

な くなって しまった。

彼女の家には，母親の古い文書や記録が箱

詰めにされてあった。そこで彼女 はその箱を

引っ張 り出す と， 母親の生涯についての切 り

抜 き帳 を，数時間かけて整理 し直 してみよう

と思い立った。「私は，それ を自分 ひと1)で し

よ うとは思いませんで した。妹に電話 して，

これか らそちらへ 出かけ るか らと言いました。

途 中で私は ビニールの整理用 カバーシー トを

何枚か買って行きました。」こうして，彼女 と

妹 は一緒に， 母親の生涯の物語を，写真 と文

とで編集 し直 した。その作業は計画 していた

数時間では終わらなかった。こうしてついに，

なつか しい思 い出に満ちた切 り抜き帳ができ

上がった。

その完全な 日に行なったこ とて，彼女に新

しい道が開かれた。「私の祝福文には，家族の

系図の仕事 を行な うようにと書かれてあヒ)ま

した。でも私は系図の ことはわか1)ま せんで

したし，別に興昧 もあ りませ んで した。けれ

ども，母の記録を整理 したあ と，私は夫の記

録 も整理することにしました。とても楽 しい

仕事 でした。今では，私の夫 と息子 と娘の記

録の資料 を集め終 えました。これ まで何年間

もためておいた貴重品や形見や記念品の詰ま

った古 い箱を皆整理す ると，大勢の先祖のた

めに神殿の儀式がで きるた くさんの資料が見

つかったのです。私の仕事は今始 まったばか

りです。 とても幸せです。」

彼女 は生活に新 しい目的を持 ち，本当に幸

福 そうである。

ショー ンは15歳 になる活発な子で，楽しい

ユーモアのセンスに富んだ愉快 な少年である。

しか し彼は，完全 な日を過ごす とい うチャレ

ンジを真剣に受け とめた。彼には，聖典の勉

強が まだ日課 と言えるほど生活の一部になっ

ていなか った。そこで，完全な 日には，特に

聖典 を読むようにしようと思 った。「その 日に
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肇羅

聖典 を読むことが どうしてそれほ ど大切 なこ

どだったのか，ぼ くにはわか りませ ん。けれ

ども， とにか く大切であづたことは確かです。

水曜 日の夜には，何度 も目が覚 めました。寝

過 ごしたの じゃないかと思 ったか らです。 そ

して，目覚 しが6時 に鳴ると，ぼ くはほんの少

しの間，横になっていただけです ぐに起 きあ

が り，聖典 を手に取 りまし1た。そして，45分

ほど聖典を読んでか ら，学校へ行 く支度 をし

ました。聖典 を読んだことで，その 日一 日の

調子が整ったような気がしま↓ た。

学校の友達や先生や家族 とうまくや ってい

くことは，いつ だってそんなセ 簡巣で はあ り

ません。完全な 日も例外ではあ りませんで し

た。やは り，時々大変で した。間違 いも少 し

はしました。で も，いつ もの 日よりははるか

に立派に過ごせ ました。

聖典 を読んで， もうひとつぼ くの助けにな

ったことは， 自分の受けている祝福や， 自分

の しなければならないこ と， そして 自分の過 』'

ちにた くさん気づいたこ とです 。その 日，一

日中， もっと.完全になるために何がで きるだ

ろうか と考え続けました。」

「もっ と完全な者 となるためには，'何がで

きるだろ うか」 とい うことを，その 日，多 く

の人々が 自問 していた。 多くの人々のこの問

いに対す る答えは，マ タイ25：40の 聖句であ

る。「あなたがたによく言っておく。わたしの

兄弟であるこれらの最 も小さい者のひとりに

しためは，すなわち，わたしにしたのである。」

ジェームズ もそれに気づ いたひとりであっ

た。彼はよ く人助 けをす る。しかし，一番都

合の悪 い時機に人助け を求められるこ とが時

時あるる「あなたのお母 さんはあなたに，大好

碁 なテレビ番組を見ている時や，本の一番お
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も しろいところを読んでいる時に，決 まって，

手伝 ってちょうだいと言われるでしょう。ど

うして勉強 している時に， ゴミバケツを外へ

出 してち ょうだいって頼んで くれないんで し

よつか。」

木曜 日の彼の目標は，頼 まれた仕事 を何で

もする1し か も機嫌 よくす るとい うことであ

った。「そのことを忘れないでいるということ

も，大変 な仕事で した。時々， 自分 で立ち止

〆まって，『す ぐにや るんだ よ』と言い聞かせな

ければな りませ んでした。でも，その 日の終わ

り頃には，す ぐに応 じられるようになってき

ました。それはぼ くをとてもぽ い気分に して

・くれ ました。」

ジ ョン とテスは，隣人をできるだけ大勢訪

問す るこ とに した。それ を一週間続けること一

1ごしたのである。

ジョンはこ う語った。「監督か らその割 り当

てを受けるとす ぐ仁，私 たちは家へ帰って，

そのことについて話 し合 いました。計画 を立

て，祈 り， それか ら'また計画 を立て，祈 りま

した。」

テスは次のように語った。 「日曜 日から木曜

日までは，その 日が段 々近づ いて くるとい っ

ことばか り考 えていました。私は準備の時間

は充分あるので木曜日には， 自分にできる最

良の生活 をしようと考 えていたのです。言い

逃れはできない ど思いました。」

ふた りは，一 日中隣人を訪ね，病 気の人に

・は果物など何かお見舞いを持 って行 き， これ

までふた りをいろいろと助けて くれた人々に

は感謝の気持ちを伝 えることにした。ワー ド

r部のフェロー シップ委員会で働いているジョ

ンは次の ように言っている。「実に多くの人々

が孤独 で，だれか と話 したいと思 っているん



です。そこで私たちは，出かけて行 って，私 た

ちが関心 を持っているということを知 って も

らお うと思 ったのです。その結果，彼らは私

たちに心 を開いて くれました。本当に素晴 ら

しいことです。ある姉妹か ら，集会に行けな

いので，時々大祭司の兄弟 たちが家に来て聖

餐式 をしてもらえないだろうか， と尋ねられ

ました。そこでそのことを監督に話 し，翌週

には，私たちふ たりがその姉妹のために聖餐

式 を行 ないました。」

ふた りの一 日は成功だっただろうか。テス

に尋ねてみよう、「もちろんですよ。普段の日

でも，自分は何 をしなければな らないか考 え

ます。ただ実際に行お うと努力をしていない

だけです。だか ら，行 なえば，気持 ちがす っ

きりしますよ。」

デ ィアンは，友人に感謝を示すだけでな く，

家族に も感謝す ることが大切であると考えた。

「電話 の用件は， ただ， あなた を愛 してる

って伝えたかっただけなの」 と，その 日彼女

は弟ふた りと妹に言 った。その 日の出来事 を

思い出して笑 うたびに，彼女のひとみは輝き，

金髪が揺れた。「弟はまるで信用しませんで し

た。何度 も何度 も 『一体， どうしたの』 と私

に尋ね るのです。

私 は，完全な日を過ごすには，自分 自身の

生活を評価 してみることが必要なことを知 ぎ)

ま した。そして，私 は評価 し直 してみて， 自

分がいかに多くの祝福 を受けているかを改め

て知ったのです。すると，感謝の気持ちが ま

す ます強 くなってきました。こうして私は，

自分が家族に どれほ ど感謝 しなければならな

いかわかったのです。

私があの電話 をしてか ら，弟は もう二度 も

電話 をくれました。特に用があったわけでは

あ りません。ただ私が元気 でいるか どうか を

確かめるためなのです。実家 を出てからもう

何年に もな1)ま すが， その間， そのようなこ

とはただの一度 もありませ んで した。」

マ イクとリンは結婚後間 もないが，ふたり

の子供に恵まれていた。彼らは特にこの 日を

子供たちと一緒に過 ごし，家族全員のために

特別な 日に したい と思った。そのため，その

日は家族 を挙げて，いつ もよ りお互いに優 し

く接するよう一生懸命に心掛けた。その 日，

みんなで峡谷へ出かけ，家族同士互いに知 り

合い，天父について深 く学んだのである。マ

イクは次のように言っている。「完全な 日を過

ごす ようにすれば，家族生活を改善できない

などとい うことは決 してあ1)ま せ ん。素晴ら

しい一 日でした。」

リンはたまたま， このほかにも貴重な経験

をした。「私 はその日朝早 く起 きて，おいしい

朝食を準備す ることにしてい ました。まず，

パンケーキか ら取 り掛か1)ま した。泡立て器

でパンケーキの材料 をか きまぜ ていた時です。

多分， ちょっと勢い よくし過 ぎたのでしょう。

突然，バ ターがあた り一面に飛び散 ってしま

いました。食器棚，床，私の体，みなバ ター

だらけです。それか ら，息子 を見ると，顔中

パンケー キのバターのしみだ らけで，鳩が豆

鉄砲 を食らったような目をしています。私は

それ を見て，笑い出して しまいました。いつ

もの私 なら， そんなことになったら，すごく

いら立ったはずです。

それか ら，朝食のす ぐあ とで，母か ら電話

がかかって 来 ました。妹 を仕事先 まで車で送

って もらえないか と言うのです。私 は子供 た

ちに服を着せ，車のエンジンを暖めると，子

供 を連れて母の家 まで運転 して行 きました。
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ところが，母の家に着 くと，妹 はもう一 ヵ所

行 く所がで きたの， と言います。で も，ここ

でも，私は事態 をすんな り受け とめることが

でき，怒った1)， 気分を悪 くした りすること

はあ1)ま せんでした。

私は母の家か ら帰 る途 中，泣 き出してしま

いました。息子は どうしたのか と尋ねます。

私は，『私たちは，今 日，完全な 日を過 ごすの

よね』 としか言えませんでした。」

次はジーンの話である。「完全 な日を過 ごす

ために， 前もってよ く計画し，心の準備 をす

るということは， とて も大切なことです。し

かも必ずできるんです。私 もやは り，その 日

のことはいつ も気にかか ってい ましたが， た

だ，その 日が来ないで欲 しい とずっ と願 って

いました。それまで，完全な一 日を過 ごして

みるなどということは，夢に も思 ったことが

あ りませんでした。そんなことを考えるのが，

ちょっと恐ろしかったんですね。

私の完全な 日は，6割 方成功 といったとこ

ろでしょうか。いつ もよ り，少 しは良 く過ご

せ ました。少な くとも，やってみなければい

けないとい、う意識はあったか らです。でも，

私は本当の意味で心の備 えはできていません

で した。だか ら， この 日にしたい と、慰ってい

たような一 日にはな1)ま せんでした。」

その 日のために どのような準備 をすればよ

いのだろうか。「自分の生活の中で，本当に主

を身近に感 じたのは，家族 と一緒に祈 る時と，

聖典を勉強す る時です。私は，完全な 日には，

気持 ちの集中ができな くなっていました。ち

ょうど，これまで何年間も頭の中に詰めてお

いた雑 多な事柄が，その日に一度に表面に出

てしまったみたいです。私は，良い一 日を，

また完全な一 日を過 ごすために心の準備 をし
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て いませんでした。完全な生活をするとい う

試みは，私の場合，失敗で した。それはただ，

私が心の準備のために時間 をとらなかったか

らです。 しか し，それで も，私の人生には大

きな影響があ りました。それ以前には，完全

な 日を過 ごしてみるなどということは考えて

もみなか ったのですが，今 では，たびたび考

えます。 そして，いつかそのような 日を過 ご

してみるつ も1)で す。」

ラレイはジー ンの妻であり，10代 の子供ふ

たりの 母親である。いつ もの彼女は，一 日の終

わりには とて も疲れて しまうのであるが，完

全な 日には， まだまだ元気であった。その上，

したい と思っていたことを数 多くや り遂げる

こ とができたのである。「それに，その日を完

全なものに しようとすることによって，私は，

いろいろなことが自分の くせになっているこ

とに気づ きました。例えば，私は，大したこ

とのない理由で，意味 もなく，突然 ジー ンに

腹 を立てることが よくあ りました。 自分の く

せになっていたんですね。今は，それを直そ

うと頑張っています。」

自分の欠点に気づ き，徐々にそれを正す と

い うこ とを，大な り小な りみんなが経験 した。

ラリーは，伝道中に 「完全な週」の運動に参

加 したこともあ1)， また完全な 日の試みに参

加 した経験もあった。「多くの帰還宣教師 と同

様，私 も，聖典の勉強をなお ざ1)に するよう

になっていました。いつ も，何かほかにする

ことがた くさんあるような気が していたか ら

です。そこで，監督か らこの割1)当 てを受け

た時，伝道中に感 じたように， もう一度主 を

身近に感 じなければならない と思いました。

しか し，事は計画 した程 うまく運んでは く

れませ んで した。 その 日の夕方には，それま



で痛んでいた親知 らずを抜 いてもらう羽目に

な1)ま した。で も，私は， その 日が失敗だっ

た とは感 じてい ません。私 は，どんな事態が

起きようとも，完全な生活をしようと一生懸

命に心掛けていたのです。いつ もと変 わらな

い事柄について も， 自分 を高め ようと努めま

した。私は，非常に重要 なことをその 日にい

くつか学び直したのです。」

監督は，一体 どのような動機から，ワー ド

部の会員たちにあの ような要求 をしたのだろ

つか。

「私は
，完全な一 日を過ごす とい うことを

ずっと考えてきました.で も，私たちは，普

通の 日には，外部か ら様々な影響や圧 力を受

け，霊的なことや理想的なことに目を向ける

ことがほ とんどできない状態です。そ して，

私たちは，完全な一 日を過ごした り，完全 な

生涯 をお くった りす ることはで きない とよく

口に出して言います。 しか し，私は，自分が

証を述べている間に，会員たちがそれを試み

る時 は今だという強 い気持 ちを感じたのです。

約束の 日には，大勢の会員が完全な生活 を

しようと努めました。中には，特に割 り当て

を受けなか ったに もかかわ らず，参加 して く

れた会員さえいました。私が神殿推薦状発行

のための面接をして以来度々， 多くの人々が

完全 について どう考 えているか話 して くれ ま

す。あの 日のことは，このワー ド部の多 くの

会員の生活に多大の影響 を与えています。」

この経験によ1)， ワー ド部の会員の心はま

とまった。ワー ド部の会員 として私たちは，

その結果にはなはだ関心 を持 ったのである。

監督が語ったように，私たち会員の責任は割

り当て を受けた人々のために祈 ることであっ

た。そ して事実私 たちはそのように した。私

は， 自分が これ までにな く会員一 人一人に関

心を払 っていることに気がつ いた。そして，

会員たちは希望 と熱意 と関心 とをもった真実

の民 となったのである。

私 自身の生活は，以前 より豊かで充実 した

もの となった。 自分を完全 な者 にするとい う

チャレンジをこれまでにも増 して意識するよ

うになった。そして，最近では，常に主のみ

たまに とどまっていただけ るようなことをし

ている自分に気づいたのである。ワー ド部の

会員の多 くも同 じことを感 じていた。

私 たち教会員は， 目標は完全 な者になるこ

とであると，絶 えず言い聞かされている。こ

の試みに参加 した人々の行 なったこ とを見て，

興味深いことは，彼 らが， これまでないが し

ろに して きたことを行 なったり，害 のあるこ

とをやめた りする必要性を感 じたということ

である。言葉 を換 えれば，私たちは， 日常生

活の中で，完全な者にな るためにどうしても

しなければならないこ とをしないでいること

がしば しばであ るとい うことである。祈 り，

聖典 の勉強，奉仕，家族の絆 を強めるこ とな

どがそれである。 もうひとつ興 味深いことは，

どんなに慎重に計画 して も，予期 しないこと，

例 えば，ひ どい風邪や歯痛やそのほか不都合

なことが起こった とい うことである。しか し，

これ とても，忍耐力や強い 自制心 を養 う絶好

の機会 となったのである、

この試みに参加 した人々や見守 っていた人

人の生活に，劇的な変化が起 こったわけでは

ない。しか し，私 たちは 目を覚 まされ，成長

した。ぞして，今 なお成長 し続けている。
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彼 女 は若 く美 しかった・ しか し・世の1弓れ

を全 く知 らず，清 らか な人生 を送 った彼

女は，17歳 を迎えた3ヵ 月後に，めったにな

い病気 で生涯 を閉じたのであった。

その彼女 に，ひとつ年上の友達がいた、け

れども，ふた ト)はデー トをしたことはなかっ

た。彼女が若す ぎて真剣に恋を考える対象で

はなか ったのである。

ふた りはモンタナ州の小 さな町に住んでい

た。東は大草原で，西には山々が連なってい

た。

このふた1)， デイブ とキャシーの通 ってい

た高校では，末 日聖徒が少数であったため，

早朝セ ミナ リーが行なわれていた。デイブは

毎朝5時 に 目覚 し時計の音でベ ッドか らはね

起き，シャワー を浴びて服に着替え，大急ぎ

で朝 食をす ませ ると，車でキャシー を迎えに

行った。キャシーはよく彼 を待たせ，片手 に

本 とバ ッグと トース ト， もう一方の手にヘ ア

ブラシと上衣をつかんで飛び出して来るのだ

った。

4月 のある夕方， キャシーの母か らデ イブ

に電話があった。「キャシー は明 日，学校 をお

休 みす るわ。ですか らセ ミナ リーのお迎え も

けっこうです。 ちょっと具合いが悪いの。」

それが発端だった。

デイブは5月 に高等学校 を卒業 し，6月 に

は長老に聖任 され，伝道費用を貯めるために

衣料品店で働 き始めた。そして，店が引け る

と，毎 日キャシー を見舞った.彼 女は気分の

良い 日には庭に出ていることもあった。

その裏庭 は以前は一面芝生であったが， こ

こ数年間は菜園が幅をきかせ て，今ではテ ラ

スの前に少 しの芝生が残るだけになっていた。

キャシーの母親は野菜に押 されて芝がすっか

り姿を消すか と気が気でなく，片すみに残る

花畑 を後生大事に していた。

デイブが キャシーを見舞ったその 日，キャ

シーは芝生に寝転がってほおづ えを突 き，忙

しそうに花畑を飛びまわる蜜蜂 を一心に見つ

めていた。デイブは門の ところで立ち止まり，

そんな彼女 を黙って見ていた。キャシーはジ

ー ンズをはき
， ウエスタン風の シャツを着て

いた。先 日見舞 ってか ら髪 を切ったのだろう。

夏 らしいシ ョー トカ ットに変わっていた。

やがてデイブが門を入ると， キャシーは振

り向いて起 き上が った。

「一 日中
，花 を見ていられるなんていいね

え」 とデイブが冷やかす と，キャシーは立ち

上がってデイブの方に歩いて きた。

「だれに切ってもらったの?」

「母 よ
， この髪 どう?」

「すて きだよ
。」

ふた りは肩を並べて，大根や レタスや トマ

トの植 わった長いうねを見て歩いた。

「きのうの夜デー トしたの?」

「うん
， カレンとね。 ミニ ゴルフをしたん

だ。」

「彼女のこと
，好 き?」

「さあ
， どうかな。彼女はいい人だけど，

でも，ぼ くはあと4ヵ 月で伝道に出るつもり

だか ら，何 とも言えないよ.多 分手紙は くれ

ると，思うけ どね。」

デ イブは家の格子にまきついている枝か ら

小さな花を摘んでキャシーにあげた。

「君 も手紙 くれる?」

「まあ
， どうで しょう、ファンクラブでも

結成 させ ようっていうつ もり?『 親愛なるデ

イブ長老，あなたは実に素晴らしいお方です。

私たち女性はあなたがお戻 りになるまで， 日
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騨

蕪、

日を嘆 きつつ過ごしてお ります。』いかが?∫

「うん，そうそう。」デイブはにやっと笑 っ

て言った。rそ れでぼ くはみんなにガリ刷・りの

手紙 を出すんだ。『親愛なる友 よ，先週は500

人のバプテスマがあ りました。私はあなた方

が愛して下 さる謙遜なこの自分 を見失 うまい

と努めてお ります。願 わくは，皆さんがどなた

も私の留守中デー トをなさいませんように。』」

「それ
，』ほん と?」 、

「いやあ
，冗談だよ。⊥、デイブが答えた。

キャシーは急に真顔になっ《言った。「あな

たは きっ と良い宣教師になれ るわよね。救 い

主のことを忘れないで)立 派な僕紘 なれ るわ

ね。」・

「うん
，な りたい と思 うよ。」

ふた りはテラスの椅子に腰かけた。

キャシーが言った。「今朝ね，ここにすわっ

て庭の花 を見ていたの。その時，救 い主がお

っしゃったことを思い出したわ。『野の花が ど

うして育 っているか，考えてみるがよい』っ

て。聖書の どこだったか しら。」

「確か
，セ ミナ リーの卒業の時に聖句捜 し

でや って るはず なんだけど， どこだったか

な?」

「いい.の， あなたを困らせ るつ もりなんか

ないの。答えて くれな くて もいいわ。私ね，

考 えなが ら，心の中にその時の情景 を描いて

みたのよ。そのことを話 したいの。」

キャシ占はデイブが摘んだ花を両手で持 っ

て じっと見つめた。

「朝早 くなの
。」キャシーは話 し始めた。「ガ

リラヤ湖にはまだ霧がかかっていて，ひ とり

の人が小さな漁村か ら小道をこちら昏向かづ

て歩いて来るの。その人，救 い主なのよ。湖

功)ら 続いている坂道 をこちらに登っていらっ
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しゃるの。途中で花が咲いている野原に出る

と，救 い主はかがんで花をじいっとご覧になる。

そして手を伸ばして花びらにそっ と触 れて，
1
か がみこむようにして花の中を見つめていら

っしゃるの。私，考えるのはね，救い主が何

を見ていらっしゃるか とい っこと。」

「泥 だろう。」

「それだけ?花 だけかしら?」

「ほかに何が見えたの?」

「イエス様は天のお父様か らこの地球 を創

1造す る責任を与えら耗たわけで しょう
。前に

はその花のいろんな部分の役 目をよく知って

いらっしゃったはず よ。そんな細かいことを

思い出してい らっしゃったのか しらσそれ と

も， とっても賢い御方だか ら，ただ観察する

だけで花の部分 の働 きが理解できたのか しら。

わか らないことって，そのことなの。」

「ぼ己ぐ
，わか らないなあ。」

「ええ，私 もわか らないわ。でもね，イエ

1ス様は どんなものでも，当 り前だとは思って

い らっしゃらなかった と思 うの。夕 日や， ガ

リラヤ湖の景色のひとつひ とつ，晴れていて

も雨が降っていて も，それぞれの美 しさを大

切に考えてい らっ しゃっだと思 うの よ。 イ土

ス様 は美 しさに敏感 な方だったと，私 思 う

わ己野の花 が どうして育っているか，イエス

様は，・私 たちが見るよりもずっとず っと細か

くその花のことを考 えていらっしゃったと思

うわ。」

仕事かあ帰ったキャシーの父親が，庭に出
ヤ

て雑草 を抜 き始めた。
、物静かな彼は，整然 と

した野菜畑 を誇1)に していた。働 きなが ら，.

何 の歌 ともつかぬ口笛を吹 く・のだった。

彼は うねのいちごを5，6個摘み取ると，水道

の水 で洗い，デイブとキャシーに持って来た。



「どうだ
，おいしいだろう。」

6月 に， キャシーは遠い町の大学の医療 セ

ンターへ1週 間ほ ど検査 を受けに出かけた。

帰宅後 もいっこうに良 くなった気配がなく，

専門医の診断を両親に聞いてみても妙 には ぐ

らかすだけだった。

夏が過 ぎると，デ イブの 目に もキャシーが

少 しずつ弱 っていることがわかった。彼が訪

ねた時にベ ッ ドに就 いていることが多 くなっ

た。疲れやす く，デイブの見舞いが数分に限

られることもあった。 しか しキャシーはデイ

ブの訪問を喜び，気分の良い 日には話 もした。

キャシーはある日こう言った。「デイブ，私，

あなたに贈る伝道の聖 句 を決め たわ よ。」 そ

してベ ッ ドのわきの机に載っている合本に手

を伸ば し，その箇所 を開いて読んだ。「『この
つ と め

故に，汝ら神の役務に出で立たんとす る者は，
とが

終 『)の日に臨みて神の前に智な くして立たん

ため，すべから く心 をつ くし，勢力 をつ くし，
つ と め

思をつ くし，体力をつくして神の役務 をなせ。』1

(教 義 と聖約412)そ うで しょう?」

「何 としてで もぼ くを立派な宣教師に した

いっていっんだね，君は。」デイブは言った。

「しな くちゃいけないこ とはた くさんある

わ。生きていてお手伝 いしたいなあ。」

デイブは顔 を上げ， キャシー を見つめた。

「私
，知 ってるのよ。 もうじき死ぬの。」

「そんなことあるもんか
。」

「遠 い病院 まで見てもらいに行 ったの
。2

日して帰って きたけれ ど，お父 さんもお母 さ

んもその結果のことは何 も言わないのよ。こ

れからだって話 して くれないで しょう。今 は

ね，お父さんが カリフォルニァヘ遊びに行 こ

っって言ってるの。自分の生命保険 を下ろし

てみんなで飛行機 で行 こうって。今までそん

な旅行は したことがないのに。お父さんやお

母 さんは私 の部屋に来ると，決 まってとても

明る く振 る舞 うの。でもきの う，お母さんが

自分の部屋にこもって泣いているのを聞いち

ゃった。一番悲 しいのは， そのことについて

話せ ないってい うことなの。 まるで救命いか

だに しがみつ くみたいに， ただお天気の話ば

か 『)，20分 も していたのよ。」

その時，母親が花瓶 を持 って部屋に入って

来た.キ ャシーの寝室は友だちか ら贈られた

花や鉢植えであふれていた。彼女は古 くなっ

た花の花瓶 をふたつ持って，部屋を出て行 っ

た。

キャシーは話 を続けた。「デイブ，私，あな

たに話 したいの。だって，お父さんやお母 さ

んには話せない もの。心の中をだれかに聞い

て もらって，す っきりしたいの。 自分の不安

を自分で しっか り見つめたいの。そうしない

と，不安が広がるばか りなの。」

ふ たりは長い時間語 り合 った。 自分の将来

を直視 しようと懸命 なキャシーの話 を，デイ

ブはただ聞 いていた。

「だれ も命は保証 されない
。天のお父様 は

私か らどんな祝福 も取 り上げた りなさらない。

そのことはわか るわ。でも，私， この地上に

いたい。ここにいたいの。」

デ イブが帰ろうとすると， キャシーは彼に

こう頼んだ。「神権の祝福 をしてほ しいの。」

「お父さんのすることだろう?」

「お父さんか らは祝福 してもらったわ
。で

も， しっか りとこれから先のことを見つめて

ゆけるように，そして両親 と話せ るように，

神権の祝福 をしてほ しいの。」

「監督に来て もらったら
。」デイブは気弱に

言った。
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「ううん，あなただって神権 を受 けている

わ。あなたに祝福 してほ しいの。」

「神権の祝福 なんて一度 もしたことがない

んだよ。」

「きょうでな くて もかまわないの
。」 キャシ

ーが言った
。

「君のお父さんや監督にそのことを言って

もいいか な。祝福 してもいいって言われたら，

喜んです るよ。」

日曜 日の午後に，彼は準備 をしてや ってき

た。2日 間聖典 を読み， キャシーの父親 と監

督にそのことを話 して助言 と協力 を求めた。

しか し，彼 らか らキャシーの頼みを引き受け

るように励 まされて来たのだった。デイブは

土曜 日の朝か ら断食して祈っていた。

彼が ドアを開ける と，すでにキャシーは椅

子に腰かけて待 っていた。

デイブはキャシーの うしろに立った。部屋

は静 まり返 ヒ)，戸外の音が開かれた窓から聞

こえる。デイブはつややかなキャシーの髪に

両手 をそっ とのせ ると， 目を閉じ，やや間 を

おいてか ら祝福を始めた。「キャサ リン・エ ド

モンズ， メルケゼデ ク神権の権能によって私

はあなたの頭に手 を按 き，あなたに神権 の祝

福 を授けます。……」言葉は 自然にす らす ら

と口か ら出た。彼は，キャシーに慰めがある

ように，病状につ いて両親 と腹蔵な く話 し合

えるようにとネ兄福 した。

祝福が終わると，デイブ もキャシー も平安

を感 じた。デイブはキャシー をベ ッドに寝か

せ，自分は椅子に腰かけて彼女の手 を取 り，

寝入るまで話をした。

月曜日の午後にデイブが再 びキャシー を訪

れると，彼女は外で椅子 に腰かけていた。父

親が傍らで，キャシーが外に出やすいように
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テ ラスに屋根 と囲いをつけていた。

「お父さん，お部屋の鉢植，ここに移 して

いいか しら。ほかの花 と一緒に庭に植 えてあ

げたいの。」

父親は答えた。「かまわないよ。部屋に置 く

のはあきたのか い。」

「ううん
，ここに置いてお 日様にあててあ

げたいだけ。」

翌 日デイブが来た時には，部屋の鉢植が庭

に移 っていた。

「お花，元気そ うで しょ。」キャシーがデイ

ブに言った。「一 日中見ていたのよ。蜂が飛ん

で来たわ。外だ とお 日様 も暖か い土 もあるわ。

ほん とに よか った。家の中に閉じ込めておい

たらかわいそうよね。」

デ イブは土曜 日の午前中だけ仕事 に出て，

午後はキャシーの家に行 くために休み を取 っ

た。ふた りは囲いをめ ぐらしたテラスに肩 を

並べてすわった。

夕方になると，朝から西の空をおおってい

た黒雲が急に広がってきた。

父親がやさしく言った。「家の中に入らない

か?雨 にな りそうだよ。」

「ううん
， ここでいいわ。雨が見たい。」

夏の嵐が激 しく襲 って来た。風に吹かれて

大粒の雨が真横か らたたきつけた。

ひょうも降って来た。初めはおはじきの大

きさでひ とつふたつ とガラスにあたっては じ

け飛んでいたが，嵐が近づいて来るにつれて，

緑の繊維ガラスでできたテラスの屋根は機関

銃 をあびせ られたようなす さまじい音 をたて

た。

その嵐 も数分のうちに静 まった。芝生はひ

ようで一面真 っ白だった。

父親が庭へ 出て行った。小雨に濡れながら



黙って被害 を見回っていたが， トマ トの折れ

た茎 を地面 にぽいと捨てた。次に重い足取 り

で花畑に向かった。花は無残に も地面にたた

きつけ られていた。

「鉢植 を外に移すんじゃなかったねえ
。」父

親は言った。「部屋に置けばかわいそうなこと

もなかっただろ うに。」

す るとキャシーは立 ち上が1)， ふらつ く足

を踏みしめなが ら父親のそばに行った。

「いいえ
，お父さん，庭に置いてよかった

のよ。お部屋にいた ら無事だったわ。でも，

外に出してあげて，たった1日 か2日 だけ ど

暖かなお 日様や蜂や，夜は夏の涼 しい風にあ

たったわ。外に出して悪か ったなんて，私，

思わない。庭に出られて，それで充分だった

と思 う。……どんなに短い問だって。」

父も娘 も，花 を越 えてもっと別の話 をして

いることを感 じていた。「お父さん，私，大丈

夫よ。」静かにそ う繰 り返す キャシーの肩を，

父親は しっか りと抱いた。

翌 日，彼女はデイブに，や っと両親 と自分

の将来のことについて話せ たと言った。

それから半月後， キャシーは入院 した。

そして3週 間 して，彼女は死んだ。

葬儀に列席 した人の中には，枢の上 に，花

輪でな く， ブー ケが置かれているのを不思議

に思 った人がいたに違いない。庭 で摘んだ花

のブーケ，それ もひょうに打たれなが らも生

き抜いたあの花のブー ケが。

課
・畷

、錨

輪慈
、弓轟.

鰯
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教 会の若 人たちに とって最 も大切な責任は・

自分 自身を改宗することである.こ の意味

で，私たちは全員，教会に改宗しなければな

らない。福音は真実であるという確信を得な

ければならない。そ うする時に， この真理 を

池の人々に分かつ ことができるのである。

救い主と弟子たちが ピリポ ・カイザ リヤの

地方へ向かってお られたその途中で休憩され

た時のことである。救い主は弟子たちにこう

問われた。「入々は人の子をだれと言っている

か。」彼らは言った。「ある人々はバプテスマ

の ヨハ ネだ と言っています。 しか し，ほかの

人たちは，エ リヤだ と言い， また，エレ ミヤ

あるいは預言者のひ とりだ， と言っている者

もあります。」

そこでイエ スは弟子たちに彼ら自身の証を

述ぺ『るように求め られた。「それでは，あなた

がたはわた しをだれ と言 うか。」
奪

頭では知らないことを

心が教えてくれる時

ノ、ロ ル ドB・ リ ー
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私は弟子たちみんなが証 したと思 う。 しか

し記録 されているのはペ テロの言葉だけであ

る、「あなたこそ，生ける神の子キリストです。」

す ると救い主はそれに答えてこ う言われた。

「バル ヨナ ・シモン
，あなたは さいわいであ

る。あなたにこの事 をあらわしたのは，血肉・

ではなく，天にいますわた しの父である。」(マ

タイ16=13-17)

ペ テ ロはこの時すでに啓示を受けていた。

彼はイエスがキリス トであ り，世の救い主，

神の聖なる御子であると知っていた。ところ

が.そ れか ら1年 経つか経たないかの うちに，

救い主か ら叱責 されている。何が理由でシモ

ン ・ペテロが とがめ られたかわからないが，

救い主はこのように言っておられる。

「シモン
，シモン，見よ，サタンはあなたが

たを麦のよ うにふるいにかけることを願 って

許 された。 しか し，わたしはあなたの信仰が

なくならないように，あなたのために祈 った。

それで， あなたが立ち直った ときには，兄弟

たちを力づけてや りなさい。」(ル カ22=31-

32)こ こで主は，ペ テロが まだ真に改宗 して

いないということを暗に告げておられる。同

時に主は，あなたが今持 っている証 もあなた

の明 日の証ではないと言っておられるのであ

る。証は太陽の輝きのよ うに光 を増 し加えて

ゆ くこともあれば， あなた次第で光 を失い，

闇になることもある。

キ リス トの教会貝に課せ られた最大の責任

は，真の改宗をすること。そ してそれ と同様

に大切 なのが，改宗 した状態を保 ち続け るこ

とである。では，改宗 とは何であろうか。

八は 自分の目で見るべ きものを見た時，耳

で聞 くべ きもの を聞いた時，心で知るべ きこ

とを知った時，改宗 をする。その見るべ きも

の，聞 くべ きもの，知 るべきものとは真理 で

あ る。永遠の真理である。そしてそれを実践

す ること，それが改宗 である。 しかし，何ら

かの理由で真理 を見ず，聞かず，知 らず，実

生活でその真理に従わない時に， 人は自分の

信仰を失 う。彼は 自分の行動によって証を失

うのである。

数年前にある有名な大学教授が教会に入っ

た。私がニュー ヨー タの実業家たちの前で，

彼に末 日聖徒イエス ・キリス ト教会に加入し

たい きさつ を話す ようにお願 いした時，彼は

人々にこう語った。「この教会に入ったわけを

お話 しましょう。頭では知 らなかったことを

心が教 えて くれたからです。主のみたまが私

に告 げているということを知 り，この福音が

真実だ と知 った の です。」 頭で知る以上のこ

とを心で理解する時，私たちは主のみたまが

自分に働 きかけていることを知 るのである。

主は証 を持つ人々に向かって言われた。「さ

れば，汝 らの光が輝きて世の中を照 らすため

に，汝らの光 を高 くかかげ よ。汝らが高 くか

か く'る光 とは，すなわちわれなり。 とりもな

おさず汝 らが見るわが行いな り。」(m二 一フ

ァイ18：24)

必要 なすべての人に導 きを下 さるのは救い

主である。

私たちはみな，世の万人を照 らす キリスト

の光 を受けてこの世に生まれた。私 たちが神の

戒めを守るか ぎり，キリストの光は，私たちを

奮起 させ.私 たちに警告 と導 きを絶 えず与え

る。そして私たちは証 を持った時に，ペテロが

諭 されたように，それを人々のために用いるこ

とが求め られるのである。「あなたが立ち直っ

たときには，兄弟たちを力づけてや りなさい。」

だれで も人々を力づける機会は山ほどある。
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自分の兄弟や姉妹， 自分の友だち，隣 人や親

しい知人，あるいは 自分の両親。

私はアルバータ神殿の神殿長か らこのよう

な話を聞いたこ とカ{ある。目

「若い人々が グル"プ で死者のバプテスマを

受けるため， 神殿に来ました。・パプテスマの

セッション を2回 か3回 受け終えて家に帰 ろ

うとしていた時，私 は彼 らを自分の部屋に招

いて，何か質問があったら答えましょうと習い

ました。そして私は彼らにバプテスマのことに

ついて話 しました。『バプテスマ を受けてか ら

聖霊 を受けよと書われましたが，それはあなた

方がふさわしければ聖霊が導 き，祝福を与えて

下さるということなんです。だれかから敵対 さ

れたり，ひどい目にあわされたりした時に も，

聖霊の力によってそれを克服できるのですよ』と。

そう言って少年少女たちを見回す と，ひ と

りの少女が うれ しそうに涙を流 していました。

彼女はこう醤いまLた 。『私 はバプテスマ を受

けた時，母かち さんざんに言われ ました.外

出しようとする といつ ものの しられ ます。神

殿に行 くと言った時 も，神様を汚す ようなこ

とを雷って，もう自分の娘ではないと怒鳴られ

ました。それで断食をして，神殿の中で導 き

を受けて母の態度にくじけない力をいただけ

るように と思ってここに来たんです。でもだ

Pめか と思いました
。けれども今，本 当に最後

になって，あなたからその鍵をいただけたの

です。』その少女は明るくほほえんで書いまし

た。『私がいただいている聖霊の影響力を母に

伝えるように します』 と。」

それから神殿長はこう続けた。「何週間か過ぎ

て，その少女から手紙が来ました。こ うい う手

紙でした。『帰宅 して玄関を入ると，出かけた時

と同じように母は汚ない言葉をかけて来ました。
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蔚 でしたらす ぐに言い返 したのですが，その時

は母のところに近寄っていって肩に腕 をまわしr

て，「お母さん，きょうは口論したくないわ。ソ

ファーに座りましょう。お母 さんに話 したいこ

とがあるの」と言いました.私 のこの言葉に

母は驚 きました。 ソファーに並んで座ると，..

みたまが本当に私から母に伝 わってい くよう

で，私たちふたりは寄 り添い，私は 自分の証 を

述べ ました。神殿でどんなに素晴 らしい経験

をして きたか を話 しました。すると驚いたこ

とに，母は涙 を浮かべ，私に謝 ったのです。』

少女の手紙の最後は，『今，母は教会艮にな

るたゆのバプテスマ を受ける準備 をしていま

す』 と書かれていました。」

「あなたが立
、ち直った ときに1は，兄弟たち

を力づけてや りなさい」 と救 い主は言われた。

私はこれ をあなた方に申 し上げたい。なぜな

ら，これは救い主のみ露葉だか らである。私

たちの第一の嚢任は， 自分自身を改宗するこ

とである。それから人を改宗 させるのである。

今は一 人一人が 自分の足で立つべき時であ

る。立ち直 りなさい。改宗 しなさい。だれも

借 りものの光では耐えられないか ぢである。目

あなたは自分自身の内にある光に よって導か

れなければならない。自分に光がない時は。

自分の足では立てないのである。

願わ くは主の祝橿により，あなた方が義の

よろいを身にまとい，これから先にたとえど

のよ うな試練に見舞われ ようとも，それにた

くまし く立 ち向かって行けるように。

(ハ ロル ド 。B・ リー曹大管 長1971年 この 言己

事 を執 筆 当時， 第一 副 管 長 兼十 二 使徒 評 議 貝 会

会 長 の職 にあ った。1972年7月 ， ジ ョセ フ ・フ

ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス大管 長 を継 い で 教 会 の

大 管 畏 となe，，1973年12月26日 に 死去 した。)

：簿
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主のみ業を妨 げることがあってはならない

十二使徒評議員会会長

工ズラ ・タ フト ・ベ ンソン

あ る教会員の個人的な行動が問題となっている場合・管理人の職 という原則1調 を向け
る必要がある。王国が発展す ると，それに応 じて責任 を委任 し，管理人の職 を分かち

合わなければならな くなる。そ して人は， それこそ十人十色，与えられた管理人の職にい

ろいろな気持 ちで携わる。神は非常に忍耐強い御方 であ り，長 く耐 え忍ぶ御方である。そ

れゆえ，私たちの中には，その責任にふさわしい者 となるまで，神にずっと待っていただ

いている者 もいる。通常，神は非常に長いロー プと長い時 とを人に与えて下 さっている。

そして人はその ロープをた ぐって神のみ前 に近づ くか，それ ともどこか途中で手 を離 して

しま うか， どちらかである。確かに神は忍耐強い御方である。けれども，管理人の職にあ

る者は，弱々しい力ではあって も，久しく主のみ業 を妨げるこ とが あってはな らないので

ある。「天網恢 々疎にして漏 らさず」 ということわざが あるが，神のみ業を怠る者には遅か

れ早かれ必ず報いが下される。

神は人に 自由意志 を与 えて下さったが， いつの世 でも， それを誤 って用いる人間がいる。

福音の網は善 い者 も悪い者 も1そ して最善の者 も最悪の者 も引き込む。ここで言う最悪の

者 とは，最後の清めの時 を前に して，悪魔が王国の破壊を企てて王国の中にその部下 を送

り込んだために起こづた者のことである。現在，王国の内部にその部下の一部がいる。 し

か し， しかるべ き時が来れば， その正体は明 らかにされるであろう。時はやがてあ らゆる

ことを解決に導 き，善 い者を引 き上 げ，悪 い者 を振 ウ落 とす。 もし王国の内部で問題 を引

き起 導す ような事態が生 じたら， まず，その問題が 自分の管理の職の範囲内にあるか どう

かを見極めなければならない。それか ら，関係する人に話 をす る。 もしその問題が もっと

高い権能 を持つ人の意見 を必要 とす るような性質のものであれば，その時は，思いや りの

ある態度 をもって人知れずに，必要 な手続 きを踏めば良い。

教会の指導者 との見解の相違 を公にすることは，分派，抗争 を生み，確実に背教の道 を

たどることになる。私たちのなすべ きことは，王国で忠実に暮 らすことであって， キリス

トか らたまわったこの大いなる教会に対 して人に不満を抱かせ た り，熱意 を失わせた りす

るこ とではない。

教会は真実である。従 って，その律法 を守 り，集会に出席し，指導者 を支持 し，召 しに

応え，推薦状を受け，祝福 を享受 していただきたい。

(1974年12月10日 ， ブ リ ガ ム「・ヤ ン グ大 学 に お け る 講 話 よ り抜 粋)




	表紙
	目次
	敬虔　　　　　　　　　ﾏﾘｵﾝ・G・ﾛﾑﾆ
	幼な子の救い
	教会管理人の立場から

	私の父の家：教会管理人を手伝おう

	学習の種

	間接経験から得られるもの

	小さなお友だちへ
	家族としての永遠の喜び

	それだから、あなたがたも完全な者となりなさい

	庭に花のブーケ

	頭では知らないことを心が教えてくれる時

	主のみ業を妨げることがあってはならない




